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〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

学校法人 稲置学園
誠実にして社会に役立つ人間の育成

巻頭

金沢星稜大学
4

5

6

入学式
新入生ガイダンス
新入生宿泊研修
新入生CDPコース別説明会
授業開始
新入生歓迎祭
GW休講期間
休講（7/16授業分）
休講（9/24授業分）
補講日
補講日

・5日（木）
・7日（土）

～ 5月6日（日）

・26日（土）
・23日（土）

星稜高等学校
4 7日（土）

9日（月）
10日（火）
16日（月）
20日（金）
21日（土）
24日（火）
14日（月）
17日（木）

19日（土）

25日（金）
26日（土）

22日（金）
30日（土）

・17日（火）

～ 17日（木）

始業式、自転車安全教室（2・3年）
入学式
1年研修会、自転車安全教室（1年）
内科検診
内科検診、模擬投票（3年）
身体計測
遠足
中間試験
総体・総文激励会
PTA総会、保護者対象講演会
3年学級懇談会、1年Aコース懇談会
避難訓練
吹奏楽部定期演奏会
歯科検診
模擬投票（2年）
期末試験（7/2～4）、1年保護者対象説明会

6

5

星稜中学校
4

5

6

4

5

6

金沢星稜大学女子短期大学部
3日（火）
4日（水）
9日（月）

10日（火）
21日（土）
28日（土）

1日（火）
2日（水）

12日（土）
9日（土）

入学式
新入生ガイダンス
新入生CDPコース別説明会
授業開始
新入生歓迎祭
GW休講期間
休講（7/16授業分）
休講（9/24授業分）
補講日
補講日

～ 6日（金）

～ 5月6日（日）

・26日（土）
・23日（土）

3日（火）
4日（水）
6日（金）
9日（月）

10日（火）
14日（土）
28日（土）

1日（火）
2日（水）

12日（土）
9日（土）

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
4

5

6

始業式
入園式
玉川こども図書館出張保育
プール開き
星稜子育てステーション（0歳）
星稜子育てステーション（1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
避難訓練
茶道体験
誕生会参観
ABCランド
こどもの日の集い
保護者会総会
避難訓練
年少バス遠足、星稜子育てステーション（0歳）
星稜子育てステーション（1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
茶道体験
誕生会参観
ABCランド
避難訓練
星稜子育てステーション（0歳）
星稜子育てステーション（1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
誕生会参観
茶道体験

 6日（金）
7日（土）

11日（水）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
24日（火）
26日（木）
27日（金）

1日（火）
2日（水）

12日（土）
15日（火）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
24日（木）
25日（金）

5日（火）
12日（火）
13日（水）
14日（木）
15日（金）
21日（木）
28日（木）

行事スケジュール  （4 月～6 月）

4日（月）・5日（火）・7日（木）

7日（土）
9日（月）

11日（水）
12日（木）
21日（土）
24日（火）
14日（月）
15日（火）
31日（木）

1日（金）
15日（金）

・15日（火）

・2日（土）

始業式
入学式
1年研修会、交通安全教室、自転車通学説明会
1年研修会
身体計測
遠足
中間試験
3年進路説明会
スポーツテスト測定
写生大会
県体激励会

暖かい春の季節となりました。2017年3月に各設置校から卒業、卒園をした学生、生徒、
園児の皆さんは新たな生活の始まりを迎えていることと思います。稲置学園で過ごした
日々の中での学びや経験が、皆さんそれぞれの一歩二歩となり活かされること心より応援
しています。2018年4月各設置校において新入生を迎えられたことは、教職員一同嬉しく
思っております。
　 金沢星稜大学　金沢星稜大学女子短期大学部　広報課　北澤　詠美子

あとがき

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
4

5

6

始業式
入園式
誕生会参観・保育参加
避難訓練
レッツスポーツ
保護者会総会
ABCランド
太鼓
学年懇談会（年長）
リトミック
太鼓
避難訓練
親子バス遠足（年長）
誕生会参観・保育参加
レッツスポーツ
親子バス遠足（年中）
リトミック
避難訓練
学年懇談会（年中）
ABCランド
太鼓
誕生会参観・保育参加

 6日（金）
7日（土）

26日（木）
27日（金）
8日（ 火）

10日（木）
15日（火）
17日（木）
18日（金）
21日（月）
24日（木）
28日（月）
29日（火）
31日（木）

5日（火）
7日（木）

11日（月）
14日（木）
18日（月）
26日（火）
28日（木）
29日（金）

inaok igakuen news le t te r

ひとりひとりが

新たなステージへ

稲置学園各設置校で学位記授与式・

卒業式・卒園式が執り行われました。
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平成30年度　新年度あいさつ

創
立
80
周
年
を
機
に「
星
稜
１
０
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」を
発
表
し
、そ
の
翌
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
期
計
画
期
間
の
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
は

向
こ
う
５
年
間
の
中
期
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、教
育
環
境
を
力
強
く
支
え
て

い
く
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。日
本
の
18
歳
人
口
は
、２
０
０
５
年

に
は
１
３
７
万
人
で
し
た
が
、18
年
に
は
１
１
８
万
人
、31
年
に
は
１
０
０
万
人

を
割
り
、40
年
に
は
80
万
人
台
ま
で
減
少
し
ま
す
。さ
ら
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

情
報
化
の
進
ん
だ
現
代
社
会
で
は
、こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ス

ピ
ー
ド
と
規
模
で
変
化
が
起
こ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。　

こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、い
か
に
し
て
志
願
者
を
増
や
し
優
秀
な
入
学

（
園
）者
を
確
保
す
る
の
か
。こ
れ
か
ら
は
、年
齢
や
出
身
地
域
が
今
ま
で
と
は

違
う
学
生
、生
徒
の
構
成
に
変
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、革
新
的
な
方
策
転
換
が
必
要
で
あ
り
、具
体
的
な
検
討
を
始

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。一
つ
は
、教
育
の
質
の
向
上
で
あ
り
、も
う
一
つ
は

財
政
基
盤
の
安
定
化
で
す
。教
育
シ
ス
テ
ム
の
質
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
教
育
に

携
わ
る
方
々
の
質
の
向
上
が
、今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、少

子
化
等
に
よ
り
、授
業
料
に
よ
る
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
期
待
で
き
な
い
現

状
の
中
で
、多
様
な
自
己
収
入
の
財
源
確
保
と
支
出
の
抑
制
の
た
め
に
、具
体
的

な
方
策
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、学
園
教
職
員
全
員
の
理
解
と
協
力
な
く
し
て
、こ
れ
ら
の
目
標
・
計

画
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。地
域
社
会
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
、よ
り
魅
力
あ
る
学
園

と
な
る
た
め
に
、こ
れ
か
ら
の
５
年
間
、10
年
間
を
よ
り
一
層
教
職
員
の
皆
さ
ん

と
の
情
報
共
有
を
図
り
、開
か
れ
た
学
園
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

2
0
1
8
年
、中
学
３
年
生
人
口

の
減
少
問
題
に
突
入
し
ま
し
た
。今

だ
か
ら
こ
そ
、私
学「
星
稜
」が
で
き

る
教
育
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。本
学
の
建
学
の
精

神
を
基
に
、生
徒
が
誠
実
で
あ
り
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、徳
育
・

知
育
・
体
育
の
調
和
の
と
れ
た
教
育

活
動
を
行
い
、コ
ー
ス
の
特
性
を
活

か
し
た
文
武
両
道
の
進
学
校
を
目
指

す
こ
と
を
方
針
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

規
範
意
識
の
高
い
学
校
、志
を
高
く

持
っ
て
挑
戦
し
続
け
る
学
校
、誰
か

ら
も
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
学
校
を

目
標
と
し
ま
し
た
。高
大
接
続
改
革

か
ら
様
々
な
新
し
い
試
み
が
実
行
さ

れ
て
い
く
中
で「
人
づ
く
り
」と
し

て
の
星
稜
の
教
育
を
大
切
に
し
、星

稜
で「
学
び
た
い
」「
強
く
な
り
た
い
」

の
志
に
応
え
、生
徒
が
自
ら
の
力
で

未
来
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、教
職
員
・
地
域
の
方
々
・
同
窓

生
が
一
体
と
な
っ
た「
チ
ー
ム
星
稜
」

と
し
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
支
援
し

ま
す
。

面
倒
見
の
良
い
学
校
№
１
と
成
る

た
め
の
努
力
を
忘
れ
ず
に
、日
々
新

た
に
努
力
し
ま
す
。

中
高
一
貫
校
と
し
て
２
年
目
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。県
内
は
勿

論
の
こ
と
北
陸
の
地
に
星
稜
中
学
校

が
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
学
校
を

目
指
し
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が
豊
か

な
人
間
性
を
育
み
、夢
に
向
か
っ
て

伸
び
伸
び
と
学
び
続
け
る
中
高
一
貫

教
育
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材

づ
く
り
を
目
標
に
創
造
力
、思
考
力
、

表
現
力
の
育
成
を
は
か
り
ま
す
。こ

の
方
針
を
基
に
、サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
、キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
、グ

ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、さ
ま

ざ
ま
な
本
校
独
自
の
取
り
組
み
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。建
学
の
精
神

を
基
に
、一
生
懸
命
に
自
ら
学
び
、自

ら
考
え
、自
ら
行
動
で
き
る
自
立
し

た
、誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立
つ「
人

づ
く
り
」と
し
て
の
私
学
星
稜
の
教

育
を
こ
こ
に
実
践
し
、面
倒
見
の
良

い
学
校（
生
徒
支
援
）№
１
と
成
れ
る

よ
う
に
教
職
員
一
同「
チ
ー
ム
星
稜
」

を
合
い
言
葉
に
、子
ど
も
達
の
未
来

の
た
め
に
今
こ
の
時
を
大
切
に
し
ま

す
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
2
年
目
。昨

年
度
、新
た
に
乳
児
室
・
調
理
室
・
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
が
新
設
さ
れ
、さ
ら
に
園
庭
に
は
大

型
総
合
遊
具
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。ま
さ
に

他
の
幼
児
教
育
施
設
が
羨
む
施
設
を
誇
っ
て

い
ま
す
。施
設
の
充
実
と
共
に
私
た
ち
は
、

0
歳
児
か
ら
の
一
貫
し
た
質
の
高
い
教
育
・

保
育
の
提
供
を
続
け
る
為
、A
I（
人
工
知

能
）時
代
を
視
野
に
、激
変
す
る
社
会
・
予
測

で
き
な
い
社
会
の
到
来
に
対
応
で
き
る
専
門

知
識
を
備
え
、さ
ら
に
遊
び
を
通
し
て
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
総
合
的
な
指
導
が
で
き
る

「
不
易
の
資
質
能
力
」を
身
に
つ
け
る
自
己
研

鑚
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ヒ
ト
の
初
期
設
定
は
、「
善
な
る
人
」と「
仁

な
る
人
」と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り
、乳
幼

児
期
に
さ
ら
に「
善
行
為
」と「
仁
行
為
」を

経
験
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
こ
の
時

期
に
周
囲
の
大
人
に
深
く
愛
さ
れ
、『
大
切
に

育
て
ら
れ
た
』と
い
う
思
い
が
あ
る
こ
と
が

人
生
を
支
え
る
見
え
な
い
柱
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、子
ど
も
を
愛
し
、豊
か
に
か
か

わ
り
、乳
幼
児
期
に
大
切
な「
非
認
知
能
力
」

を
育
み
、園
児
の
毎
日
が
輝
く
よ
う
日
々
精

進
し
て
い
き
ま
す
。

星
稜
幼
稚
園
は
、ぶ
れ
な
い
本
物
の
教
育
・

保
育
を
推
進
し
、乳
幼
児
教
育
施
設
の
名
門

と
な
り「
な
ん
と
し
て
も
入
り
た
い
園
」と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

星
稜
泉
野
幼
稚
園
は
、認
定
こ
ど
も
園
に

な
り
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。４
月
に
は
予

定
ど
お
り
の
園
児
数
で
新
年
度
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、園
庭
遊
び
で
運
動
能
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、園
庭
を
整
備
し
新

し
い
大
型
遊
具
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。運
動

能
力
を
高
め
る
体
験
を
で
き
る
場
が
で
き
、

こ
ど
も
達
の
楽
し
そ
う
な
声
が
新
し
い
園
庭

に
大
き
く
響
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え
る
上
で
、

I
o
T
、A
I
な
ど
の
新
し
い
技
術
を
ど
う
取

り
入
れ
て
い
く
の
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。園
の
設
備
や
機
能
を
、よ
り
快
適
な
も
の

と
し
、保
護
者
の
方
に
安
心
し
て
お
子
さ
ん

を
預
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。し

か
し
、幼
稚
園
の
基
本
姿
勢
は
保
育
に

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。時
代
を
超
え
て
も

変
わ
る
こ
と
の
な
い
、こ
ど
も
達
が
お
互
い
に

ふ
れ
合
う
こ
と
で
育
ま
れ
る「
人
間
力
」を
身

に
着
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

時
代
の
変
化
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
、よ
り

良
い
方
向
へ
と
向
か
う
と
と
も
に
、こ
ど
も

が
成
長
す
る
の
に
必
要
な「
人
間
力
」を
育
成

す
る
場
と
し
て
、園
を
進
歩
さ
せ
て
い
き
ま

す
。温
故
知
新
の
言
葉
の
と
お
り
、新
し
い
も

の
、昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
を
取

り
入
れ
、こ
ど
も
達
と
と
も
に
、園
も
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学校法人稲置学園　理事長　稲置 慎也

金沢星稜大学　学長
金沢星稜大学女子短期大学部　学長

篠崎 尚夫

星稜高等学校　校長
星 稜 中 学 校　校長

鍋谷 正二

星稜幼稚園　園長

島田 裕香子

星稜泉野幼稚園　園長

西村 敬子

星
稜
高
等
学
校

星
稜
中
学
校

金
沢
星
稜
大
学
は
、「
北
陸
文
系
大
学
の
絶

対
王
者
」の
道
を
、堂
々
と
、着
実
に
歩
ん
で
参

り
ま
す
。／
①「
星
稜
大
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
」、

星
稜
大
生
は
、四
年
間
を
通
じ
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル

機
能
を
重
視
し
て
、学
問
、研
究
、学
内
外
の
各

種
活
動
に
苦
楽（
く
る
た
の
）し
ん
で
行
き
ま

す
。②「
星
稜
大
の
海
外
教
育
」、長
期
留
学
か

ら
短
期
留
学
、語
学
研
修
、海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
々
、星
稜
大
生
の
多
く
が
、何
ら
か

の
形
で
、「
海
を
越
え
る
教
育
」を
受
け
に
行
き

ま
す
。③
右
記「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
」、「
海
外
教

育
」と
い
っ
た
背
景
を
も
っ
た
上
で
、星
稜
大

生
は
就
職
、大
学
院
進
学
等
々
、自
ら
の
未
来

に
向
か
っ
て
、現
在
の
自
分
を
越
え
て
行
き
ま

す
。／
こ
の
一
連
の「
流
れ
」を
、「
学
生
―
教
職

―
事
務
職
」三
位
一
体
と
な
っ
て
、つ
く
っ
て

行
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
星
稜
大
が
や
っ
て
き

た
こ
と
で
す
。／
但
し
、こ
の「
流
れ
」を
皆
で

「
意
識
」し
て
行
く
、こ
れ
が
重
要
で
す
。「
想
像
」

以
上
の「
創
造
」が
生
れ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ

う
。言
わ
ば
、星
稜
大
は
非
常
に
楽
し
み
な「
段

階
」に
来
て
い
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

星
短
も
星
稜
大
と
同
様
で
す
。「
短
大
界
の

一
番
星
」の
道
を
行
く
、と
い
う
こ
と
で
す
。

①「
ゼ
ミ
の
星
短
」、②「
英
語（
海
外
体
験
）も

星
短
」、だ
か
ら
強
い
③「
就
職
の
星
短
」で

す
。／
星
稜
大
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ

る
と
い
う「
強
み
」。四
年
制
大
学
並
の
施
設
・

設
備
等
を
使
用
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。こ
の「
強
み
」を
最
大
限
に
活
か
し
、他

の
短
大
で
は
不
可
能
な
こ
と
を
、こ
れ
か
ら

も
着
々
と
実
現
さ
せ
て
行
き
ま
す
。／
星
稜

大
と
良
い
意
味
で
競
い
合
い
、「
連
絡
・
連
携
」

し
な
が
ら
、と
も
に
外
に
向
か
っ
て
、「
星
稜

の
力
」を
発
揮
し
、発
信
し
て
行
き
ま
す
。女

子
短
大
で
あ
る
が
故
に
生
じ
る
、「
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
、フ
ォ
ロ
ワ
ー

シ
ッ
プ
も
、百
％
女
子
学
生
が
と
る
こ
と
に

な
る
」と
い
う「
強
み
」。こ
れ
も
、当
然
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
。／
以
上
の
よ
う
な「
強
み
」が
、

新
時
代
、「
こ
れ
か
ら
、い
よ
い
よ
真
価
を
発

揮
し
て
い
く
」、そ
う
い
う
予
感
で
一
杯
で

す
。星
短
で
も
、星
稜
大
同
様
に
、非
常
に
楽

し
み
な「
段
階
」が
や
っ
て
来
た
、こ
う
言
え

ま
し
ょ
う
。笑
顔
で
感
謝
！
。

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

中学　サイエンスプログラム 高校  エンパワーメントプログラム 短大  簿記合宿 大学  インターナショナルディ星稜幼稚園  大型遊具星稜泉野幼稚園  大型遊具
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平成30年度　新年度あいさつ

創
立
80
周
年
を
機
に「
星
稜
１
０
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」を
発
表
し
、そ
の
翌
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
期
計
画
期
間
の
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
は

向
こ
う
５
年
間
の
中
期
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、教
育
環
境
を
力
強
く
支
え
て

い
く
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。日
本
の
18
歳
人
口
は
、２
０
０
５
年

に
は
１
３
７
万
人
で
し
た
が
、18
年
に
は
１
１
８
万
人
、31
年
に
は
１
０
０
万
人

を
割
り
、40
年
に
は
80
万
人
台
ま
で
減
少
し
ま
す
。さ
ら
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

情
報
化
の
進
ん
だ
現
代
社
会
で
は
、こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ス

ピ
ー
ド
と
規
模
で
変
化
が
起
こ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。　

こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、い
か
に
し
て
志
願
者
を
増
や
し
優
秀
な
入
学

（
園
）者
を
確
保
す
る
の
か
。こ
れ
か
ら
は
、年
齢
や
出
身
地
域
が
今
ま
で
と
は

違
う
学
生
、生
徒
の
構
成
に
変
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、革
新
的
な
方
策
転
換
が
必
要
で
あ
り
、具
体
的
な
検
討
を
始

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。一
つ
は
、教
育
の
質
の
向
上
で
あ
り
、も
う
一
つ
は

財
政
基
盤
の
安
定
化
で
す
。教
育
シ
ス
テ
ム
の
質
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
教
育
に

携
わ
る
方
々
の
質
の
向
上
が
、今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、少

子
化
等
に
よ
り
、授
業
料
に
よ
る
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
期
待
で
き
な
い
現

状
の
中
で
、多
様
な
自
己
収
入
の
財
源
確
保
と
支
出
の
抑
制
の
た
め
に
、具
体
的

な
方
策
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、学
園
教
職
員
全
員
の
理
解
と
協
力
な
く
し
て
、こ
れ
ら
の
目
標
・
計

画
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。地
域
社
会
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
、よ
り
魅
力
あ
る
学
園

と
な
る
た
め
に
、こ
れ
か
ら
の
５
年
間
、10
年
間
を
よ
り
一
層
教
職
員
の
皆
さ
ん

と
の
情
報
共
有
を
図
り
、開
か
れ
た
学
園
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

2
0
1
8
年
、中
学
３
年
生
人
口

の
減
少
問
題
に
突
入
し
ま
し
た
。今

だ
か
ら
こ
そ
、私
学「
星
稜
」が
で
き

る
教
育
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。本
学
の
建
学
の
精

神
を
基
に
、生
徒
が
誠
実
で
あ
り
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、徳
育
・

知
育
・
体
育
の
調
和
の
と
れ
た
教
育

活
動
を
行
い
、コ
ー
ス
の
特
性
を
活

か
し
た
文
武
両
道
の
進
学
校
を
目
指

す
こ
と
を
方
針
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

規
範
意
識
の
高
い
学
校
、志
を
高
く

持
っ
て
挑
戦
し
続
け
る
学
校
、誰
か

ら
も
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
学
校
を

目
標
と
し
ま
し
た
。高
大
接
続
改
革

か
ら
様
々
な
新
し
い
試
み
が
実
行
さ

れ
て
い
く
中
で「
人
づ
く
り
」と
し

て
の
星
稜
の
教
育
を
大
切
に
し
、星

稜
で「
学
び
た
い
」「
強
く
な
り
た
い
」

の
志
に
応
え
、生
徒
が
自
ら
の
力
で

未
来
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、教
職
員
・
地
域
の
方
々
・
同
窓

生
が
一
体
と
な
っ
た「
チ
ー
ム
星
稜
」

と
し
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
支
援
し

ま
す
。

面
倒
見
の
良
い
学
校
№
１
と
成
る

た
め
の
努
力
を
忘
れ
ず
に
、日
々
新

た
に
努
力
し
ま
す
。

中
高
一
貫
校
と
し
て
２
年
目
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。県
内
は
勿

論
の
こ
と
北
陸
の
地
に
星
稜
中
学
校

が
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
学
校
を

目
指
し
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が
豊
か

な
人
間
性
を
育
み
、夢
に
向
か
っ
て

伸
び
伸
び
と
学
び
続
け
る
中
高
一
貫

教
育
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材

づ
く
り
を
目
標
に
創
造
力
、思
考
力
、

表
現
力
の
育
成
を
は
か
り
ま
す
。こ

の
方
針
を
基
に
、サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
、キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
、グ

ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、さ
ま

ざ
ま
な
本
校
独
自
の
取
り
組
み
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。建
学
の
精
神

を
基
に
、一
生
懸
命
に
自
ら
学
び
、自

ら
考
え
、自
ら
行
動
で
き
る
自
立
し

た
、誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立
つ「
人

づ
く
り
」と
し
て
の
私
学
星
稜
の
教

育
を
こ
こ
に
実
践
し
、面
倒
見
の
良

い
学
校（
生
徒
支
援
）№
１
と
成
れ
る

よ
う
に
教
職
員
一
同「
チ
ー
ム
星
稜
」

を
合
い
言
葉
に
、子
ど
も
達
の
未
来

の
た
め
に
今
こ
の
時
を
大
切
に
し
ま

す
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
2
年
目
。昨

年
度
、新
た
に
乳
児
室
・
調
理
室
・
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
が
新
設
さ
れ
、さ
ら
に
園
庭
に
は
大

型
総
合
遊
具
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。ま
さ
に

他
の
幼
児
教
育
施
設
が
羨
む
施
設
を
誇
っ
て

い
ま
す
。施
設
の
充
実
と
共
に
私
た
ち
は
、

0
歳
児
か
ら
の
一
貫
し
た
質
の
高
い
教
育
・

保
育
の
提
供
を
続
け
る
為
、A
I（
人
工
知

能
）時
代
を
視
野
に
、激
変
す
る
社
会
・
予
測

で
き
な
い
社
会
の
到
来
に
対
応
で
き
る
専
門

知
識
を
備
え
、さ
ら
に
遊
び
を
通
し
て
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
総
合
的
な
指
導
が
で
き
る

「
不
易
の
資
質
能
力
」を
身
に
つ
け
る
自
己
研

鑚
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ヒ
ト
の
初
期
設
定
は
、「
善
な
る
人
」と「
仁

な
る
人
」と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り
、乳
幼

児
期
に
さ
ら
に「
善
行
為
」と「
仁
行
為
」を

経
験
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
こ
の
時

期
に
周
囲
の
大
人
に
深
く
愛
さ
れ
、『
大
切
に

育
て
ら
れ
た
』と
い
う
思
い
が
あ
る
こ
と
が

人
生
を
支
え
る
見
え
な
い
柱
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、子
ど
も
を
愛
し
、豊
か
に
か
か

わ
り
、乳
幼
児
期
に
大
切
な「
非
認
知
能
力
」

を
育
み
、園
児
の
毎
日
が
輝
く
よ
う
日
々
精

進
し
て
い
き
ま
す
。

星
稜
幼
稚
園
は
、ぶ
れ
な
い
本
物
の
教
育
・

保
育
を
推
進
し
、乳
幼
児
教
育
施
設
の
名
門

と
な
り「
な
ん
と
し
て
も
入
り
た
い
園
」と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

星
稜
泉
野
幼
稚
園
は
、認
定
こ
ど
も
園
に

な
り
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。４
月
に
は
予

定
ど
お
り
の
園
児
数
で
新
年
度
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、園
庭
遊
び
で
運
動
能
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、園
庭
を
整
備
し
新

し
い
大
型
遊
具
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。運
動

能
力
を
高
め
る
体
験
を
で
き
る
場
が
で
き
、

こ
ど
も
達
の
楽
し
そ
う
な
声
が
新
し
い
園
庭

に
大
き
く
響
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え
る
上
で
、

I
o
T
、A
I
な
ど
の
新
し
い
技
術
を
ど
う
取

り
入
れ
て
い
く
の
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。園
の
設
備
や
機
能
を
、よ
り
快
適
な
も
の

と
し
、保
護
者
の
方
に
安
心
し
て
お
子
さ
ん

を
預
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。し

か
し
、幼
稚
園
の
基
本
姿
勢
は
保
育
に

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。時
代
を
超
え
て
も

変
わ
る
こ
と
の
な
い
、こ
ど
も
達
が
お
互
い
に

ふ
れ
合
う
こ
と
で
育
ま
れ
る「
人
間
力
」を
身

に
着
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

時
代
の
変
化
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
、よ
り

良
い
方
向
へ
と
向
か
う
と
と
も
に
、こ
ど
も

が
成
長
す
る
の
に
必
要
な「
人
間
力
」を
育
成

す
る
場
と
し
て
、園
を
進
歩
さ
せ
て
い
き
ま

す
。温
故
知
新
の
言
葉
の
と
お
り
、新
し
い
も

の
、昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
を
取

り
入
れ
、こ
ど
も
達
と
と
も
に
、園
も
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学校法人稲置学園　理事長　稲置 慎也

金沢星稜大学　学長
金沢星稜大学女子短期大学部　学長

篠崎 尚夫

星稜高等学校　校長
星 稜 中 学 校　校長

鍋谷 正二

星稜幼稚園　園長

島田 裕香子

星稜泉野幼稚園　園長

西村 敬子

星
稜
高
等
学
校

星
稜
中
学
校

金
沢
星
稜
大
学
は
、「
北
陸
文
系
大
学
の
絶

対
王
者
」の
道
を
、堂
々
と
、着
実
に
歩
ん
で
参

り
ま
す
。／
①「
星
稜
大
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
」、

星
稜
大
生
は
、四
年
間
を
通
じ
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル

機
能
を
重
視
し
て
、学
問
、研
究
、学
内
外
の
各

種
活
動
に
苦
楽（
く
る
た
の
）し
ん
で
行
き
ま

す
。②「
星
稜
大
の
海
外
教
育
」、長
期
留
学
か

ら
短
期
留
学
、語
学
研
修
、海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
々
、星
稜
大
生
の
多
く
が
、何
ら
か

の
形
で
、「
海
を
越
え
る
教
育
」を
受
け
に
行
き

ま
す
。③
右
記「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
」、「
海
外
教

育
」と
い
っ
た
背
景
を
も
っ
た
上
で
、星
稜
大

生
は
就
職
、大
学
院
進
学
等
々
、自
ら
の
未
来

に
向
か
っ
て
、現
在
の
自
分
を
越
え
て
行
き
ま

す
。／
こ
の
一
連
の「
流
れ
」を
、「
学
生
―
教
職

―
事
務
職
」三
位
一
体
と
な
っ
て
、つ
く
っ
て

行
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
星
稜
大
が
や
っ
て
き

た
こ
と
で
す
。／
但
し
、こ
の「
流
れ
」を
皆
で

「
意
識
」し
て
行
く
、こ
れ
が
重
要
で
す
。「
想
像
」

以
上
の「
創
造
」が
生
れ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ

う
。言
わ
ば
、星
稜
大
は
非
常
に
楽
し
み
な「
段

階
」に
来
て
い
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

星
短
も
星
稜
大
と
同
様
で
す
。「
短
大
界
の

一
番
星
」の
道
を
行
く
、と
い
う
こ
と
で
す
。

①「
ゼ
ミ
の
星
短
」、②「
英
語（
海
外
体
験
）も

星
短
」、だ
か
ら
強
い
③「
就
職
の
星
短
」で

す
。／
星
稜
大
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ

る
と
い
う「
強
み
」。四
年
制
大
学
並
の
施
設
・

設
備
等
を
使
用
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。こ
の「
強
み
」を
最
大
限
に
活
か
し
、他

の
短
大
で
は
不
可
能
な
こ
と
を
、こ
れ
か
ら

も
着
々
と
実
現
さ
せ
て
行
き
ま
す
。／
星
稜

大
と
良
い
意
味
で
競
い
合
い
、「
連
絡
・
連
携
」

し
な
が
ら
、と
も
に
外
に
向
か
っ
て
、「
星
稜

の
力
」を
発
揮
し
、発
信
し
て
行
き
ま
す
。女

子
短
大
で
あ
る
が
故
に
生
じ
る
、「
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
、フ
ォ
ロ
ワ
ー

シ
ッ
プ
も
、百
％
女
子
学
生
が
と
る
こ
と
に

な
る
」と
い
う「
強
み
」。こ
れ
も
、当
然
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
。／
以
上
の
よ
う
な「
強
み
」が
、

新
時
代
、「
こ
れ
か
ら
、い
よ
い
よ
真
価
を
発

揮
し
て
い
く
」、そ
う
い
う
予
感
で
一
杯
で

す
。星
短
で
も
、星
稜
大
同
様
に
、非
常
に
楽

し
み
な「
段
階
」が
や
っ
て
来
た
、こ
う
言
え

ま
し
ょ
う
。笑
顔
で
感
謝
！
。

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

中学　サイエンスプログラム 高校  エンパワーメントプログラム 短大  簿記合宿 大学  インターナショナルディ星稜幼稚園  大型遊具星稜泉野幼稚園  大型遊具
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自
分
だ
け
の「
武
器
」を

持
っ
て
ほ
し
い

　
現
在
、母
校
で
働
か
せ
て
頂
い
て
い
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。在
学
中
は

友
達
と
青
春
を
謳
歌
す
る
こ
と
に
一
所
懸

命
で
、建
学
の
精
神「
誠
実
に
し
て
社
会
に

役
立
つ
人
間
の
育
成
」も
盛
ん
に
耳
に
し
て

い
た
も
の
の
あ
ま
り
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
の
後
社
会
に
出
て
、組
織
に
お
い

て
こ
の
精
神
が
い
か
に
大
切
か
を
実
感
し

ま
し
た
。そ
ん
な
根
幹
を
教
え
込
ま
れ
た
こ

と
に
、改
め
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
卒
業
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
も
助
け
て
も
ら
っ
て
お
り
、授
業
で
か
つ

て
の
同
期
生
や
、紹
介
し
て
頂
い
た
方
に
講

師
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。担
当

ゼ
ミ
で
は
、同
期
生
が
校
長
を
務
め
る
御
園

小
学
校（
野
々
市
市
）で
学
生
が
授
業
や
事

務
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

の
活
動
を
通
し
て
、実
践
的
に
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
そ
の
他
に
も
た
く

さ
ん
の
企
業
や
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
に
助
け
て
い
た

だ
い
て
お
り
、自
分
の
力
を
超
え
た
授
業
を

学
生
に
提
供
で
き
て
い
ま
す
。

社
会
人
を
経
て
、

建
学
の
精
神
の
大
切
さ
を
実
感

　
非
常
勤
講
師
時
代
か
ら
17
年
に
わ
た
る

教
員
生
活
で
多
く
の
学
生
と
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。社
会
で
は
人
と
人
の
関
わ
り
が
大

切
で
す
。学
生
に
は
そ
れ
を
学
生
時
代
か
ら

実
感
し
て
も
ら
い
、誠
実
で
社
会
に
役
立
て

る「
人
財
」に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
今
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、

星
稜
の
建
学
の
精
神
や
教
育
方
針
を
ご
理

解
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
金
沢
星
稜
大
学
に
2
0
0
9
年
か

ら
非
常
勤
講
師
、2
0
1
4
年
か
ら
は
専
任

教
員
と
し
て
勤
め
て
お
り
、社
会
人
と
な
っ

て
も
役
に
立
つ
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
を
教
え
て
い
ま

す
。星
短
生
が
学
ぶ
期
間
は
２
年
と
限
ら
れ

て
い
ま
す
。知
識
を
高
め
る
と
い
う
よ
り
も

「
実
践
」を
心
が
け
て
お
り
、「
納
期・時
間
厳

守
」を
普
段
か
ら
徹
底
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、た
だ
授
業
で
教
え
る
の
で
は
な
く
、プ

レ
ゼ
ン
ひ
と
つ
と
っ
て
も
本
番
さ
な
が
ら
に

実
際
に
や
っ
て
も
ら
い
、ど
う
い
う
こ
と
に

気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
体
感
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
通
し
て
、た

だ
言
わ
れ
た
こ
と
を
こ
な
す
の
で
は
な
く
、

自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー

マ
ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
私
は
高
校
・
短
大
と
も
に
星
稜

で
、卒
業
後
民
間
企
業
に
就
職
し
、会
計

担
当
と
し
て
13
年
働
き
ま
し
た
。

そ
の
後
自
分
の
能
力
を
高

め
た
い
と
思
い
、当
時
急
速

に
浸
透
し
て
い
た
Ｗ
ｉｎ
ｄ

ｏｗｓ
に
つ
い
て
学
び
、フ

リ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
星
稜
を
始
め

さ
ま
ざ
ま
な
学
校
で
教
え

て
き
ま
し
た
。お
こ
が
ま
し

い
よ
う
で
す
が
、こ
の
知
識

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
人

に
教
え
る
立
場
に
な
れ
て

い
ま
す
。学
生
た
ち
に
は
自

分
が
誇
れ
る「
武
器
」を
身

に
着
け
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

学生とはしっかり一線をおいて、メリハリある指導を心がけています

御園小学校でのでサポート活動は今年度からゼミ生が主体となり、目的意識を持って学校と打合せしています

第39回星稜教職員バトンメッセージ
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星稜中学校  第9回全日本少年春季軟式野球大会出場!

星稜高等学校  第90回記念選抜高等学校野球大会出場!

3月24日（土）、静岡県で行われたこの
大会に、星稜中学校野球部が北信越代
表として出場し、前回大会からの連覇
に挑みました。一回戦の相手は中国地
区代表である島根県の大田二中。初回
に先制しましたが三回に同点、四回に
勝ち越し点を奪われ、1-2で敗戦。連覇
はなりませんでした。残念な結果となり
ましたが、これから夏に向けての新たな
戦いが始まります。全国の頂点目指し
て頑張れ！星稜中学校野球部！

3月24日（土）、静岡県で行われたこの
大会に、星稜中学校野球部が北信越代
表として出場し、前回大会からの連覇
に挑みました。一回戦の相手は中国地
区代表である島根県の大田二中。初回
に先制しましたが三回に同点、四回に
勝ち越し点を奪われ、1-2で敗戦。連覇
はなりませんでした。残念な結果となり
ましたが、これから夏に向けての新たな
戦いが始まります。全国の頂点目指し
て頑張れ！星稜中学校野球部！

3月12日、壮行会で在学生からの激励を受けた部員達は、3月15日に甲子園へ向け出発しました。

3月23日に阪神甲子園球場で行われた開会式では、星稜野球部伝統のキビキビとした入場行進で、試合への気持ちが高まりました。
組み合わせ抽選の結果、初戦は2回戦となる3月29日。相手は宮崎県の富島高校に決まりました。
初戦は初回に先制。３回表に逆転を許しましたが、その裏の攻撃で７点を挙げる猛攻。11-2という大勝をおさめ、春のセンバツで23年ぶりの白星を挙げました。
３回戦の相手は滋賀県の近江高校。初回に２点、６回にも追加点を奪われるなど苦しい試合展開でしたが、6回裏に同点に追いつきました。3-3のまま延長戦に
もつれ込んだ10回裏、ツーアウトから出塁の南保選手が、続く奥川選手の長打でホームイン。劇的なサヨナラ勝ちをおさめました。
準々決勝の相手は、東海地区代表の三重高校。取られて取っての展開が続いた乱打戦で、８回についに9-9の同点に追いつきました。しかし、９回表に５点を奪
われ、最終回の攻撃を抑えられた結果、9-14で敗退。ベスト４進出はなりませんでした。
この３試合では失策からの失点も多く、夏に向けての改善点が見えました。夏の甲子園で雪辱を果たすには、同じくセンバツベスト８の日本航空高校石川をはじ
めとする県内のライバル校に勝たなければなりません。これからの練習でのレベルアップに期待します。

2年連続
4回目

13年ぶり12回目
本年1月26日15時27分、高校鍋谷校長宛に一本の電話が入りました。13年ぶりとなる、春の選抜甲子園大会出場決定の連絡です。
鍋谷校長は室内練習場へ向かい朗報を待つ部員達へ報告。部員達はその瞬間喜びを爆発させるかと思いきや、真剣なまなざしで校長の話に聴き入る姿が
印象的でした。校長からの報告後、大勢のカメラマンからの撮影リクエストに応える頃には、ようやく喜びに溢れる表情が見てとれました。

本年1月26日15時27分、高校鍋谷校長宛に一本の電話が入りました。13年ぶりとなる、春の選抜甲子園大会出場決定の連絡です。
鍋谷校長は室内練習場へ向かい朗報を待つ部員達へ報告。部員達はその瞬間喜びを爆発させるかと思いきや、真剣なまなざしで校長の話に聴き入る姿が
印象的でした。校長からの報告後、大勢のカメラマンからの撮影リクエストに応える頃には、ようやく喜びに溢れる表情が見てとれました。
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。学
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れ
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」を
身

に
着
け
て
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す
。
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第39回星稜教職員バトンメッセージ

4

星稜中学校  第9回全日本少年春季軟式野球大会出場!

星稜高等学校  第90回記念選抜高等学校野球大会出場!

3月24日（土）、静岡県で行われたこの
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表として出場し、前回大会からの連覇
に挑みました。一回戦の相手は中国地
区代表である島根県の大田二中。初回
に先制しましたが三回に同点、四回に
勝ち越し点を奪われ、1-2で敗戦。連覇
はなりませんでした。残念な結果となり
ましたが、これから夏に向けての新たな
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て頑張れ！星稜中学校野球部！
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3月12日、壮行会で在学生からの激励を受けた部員達は、3月15日に甲子園へ向け出発しました。

3月23日に阪神甲子園球場で行われた開会式では、星稜野球部伝統のキビキビとした入場行進で、試合への気持ちが高まりました。
組み合わせ抽選の結果、初戦は2回戦となる3月29日。相手は宮崎県の富島高校に決まりました。
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本年1月26日15時27分、高校鍋谷校長宛に一本の電話が入りました。13年ぶりとなる、春の選抜甲子園大会出場決定の連絡です。
鍋谷校長は室内練習場へ向かい朗報を待つ部員達へ報告。部員達はその瞬間喜びを爆発させるかと思いきや、真剣なまなざしで校長の話に聴き入る姿が
印象的でした。校長からの報告後、大勢のカメラマンからの撮影リクエストに応える頃には、ようやく喜びに溢れる表情が見てとれました。
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2
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）の
2
日
間
に
わ

た
り
、七
尾
市
武
道
館
に
て
剣
道
部
が
寒
稽
古
を

敢
行
し
ま
し
た
。昨
秋
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
基

礎
を
発
展
さ
せ
た
内
容
を
中
心
に
、心
身
と
も
に

苦
し
い
内
容
で
し
た
が
、男
女
主
将
を
中
心
に
互

い
に
鼓
舞
し
、士
気
を
高
め
な
が
ら
、2
0
1
8

年
度
の
更
な
る
飛
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。ま

た
、七
尾
市
剣
道
連
盟
の
先
生
方
を
は
じ
め
、地

元
の
高
校
生
、小
学
生
も
参
加
し
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

宮
﨑
正
史
先
生
ご
退
任

大

剣
道
部
、寒
稽
古
で

身
も
心
も
引
き
締
め
ま
し
た

大

2
月
26
日（
月
）、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
館
4
階
の
学
生

ホ
ー
ル
で「
星
短
マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」が
行
わ
れ
、9
名

の
学
生
と
8
名
の
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。「
社
会
人

基
礎
Ⅰ
」や「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
」の
講
義
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
、社
会
に
出
て
か
ら
頻
出
す
る
よ
う
な
場

面
を
、本
番
さ
な
が
ら
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
体
験
し

ま
し
た
。ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
内
容
は
お
客
様
応
対
や

電
話
応
対
、お
茶
出
し
、接
客
な
ど
の
基
本
的
な
実
践
で

す
。ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
は
3
人
1
組
で
行
わ
れ
、ど
の

チ
ー
ム
も
力
を
合
わ
せ
て
い
く
つ
も
の
課
題
を
達
成
し
ま

し
た
。篠
崎
学
長
を
は
じ
め
、教
職
員
も
参
加
し
た
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
中
で
、学
生
た
ち
は
堂
々
と
役
を
務
め

ま
し
た
。結
果
は
学
友
会
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
科
目
の
集
大
成
☆

マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
！

短

本
学
硬
式
野
球
部
は
、こ
の
時
期
恒
例
の
春
季
キ
ャ
ン
プ

に
入
り
ま
し
た
。 

9
泊
10
日
の
行
程
で
、ま
ず
は
温
暖
な
和

歌
山
県
み
な
べ
町
で
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
、関
西

の
大
学
と
の
オ
ー
プ
ン
戦
で
試
合
勘
を
取
り
戻
し
、4
月
か

ら
の
北
陸
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
に
挑
み
ま
す
。2
0
0
8

年
に
北
陸
大
学
野
球
を
初
制
覇
し
、神
宮
大
会
で
１
勝
を
あ

げ
て
か
ら
10
年
。努
力
を
結
果
に
結
び
つ
け
る
た
め
、チ
ー

ム
全
員
が
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

硬
式
野
球
部

春
季
キ
ャ
ン
プ

大

2
月
26
日（
月
）、SE

IR
Y

O
 JU

M
P

 
P

R
O

JE
C

T

「
ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企

画
」の
2
0
1
7
年
度
成
果
報
告
会
が
行

わ
れ
、全
9
団
体
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
、各
団
体
に
所
属
す

る
学
生
た
ち
が
、2
0
1
7
年
度
1
年
間

の
活
動
を
通
し
て
ど
ん
な
力
を
身
に
付
け

た
の
か
、い
か
に
自
分
が
一
人
の
学
生
と

し
て
成
長
で
き
た
の
か
、ど
れ
ほ
ど
有
意

義
な
活
動
に
な
っ
た
の
か
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。2
0
1
8
年
度
は
新
入
生
も
加

わ
り
、「
自
分
を
超
え
る
力
を
つ
け
る
」活

動
が
新
た
に
始
ま
り
ま
す
。

ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画

成
果
報
告
会
開
催
☆

SJP2017年度SJP一覧
①KBPP（Kids Birthday Party Project）
②STEP（Seiryo Tohoku Egao Project）
③クリーン＆グリーン
④Nature Adventure
⑤世界の教室から
⑥SCLP（Seiryo Cortyard Lunch Project）
⑦つながる図書館プロジェクト
⑧みーたす
⑨Musica.
　報告内容（一部）
◎世界の教室から
　日本語教育を行っている海外の学校を訪問したり、金沢星稜大学の留学生を対
象に日本語の授業ボランティアを行いました。慣れない環境下での生活を経て、行
動力や団結力、対応力が身に付きました。今後も活動を通して国際交流を図り、個
人としても団体としても「自分を超える力」を身に付けたいです。
　◎つながる図書館プロジェクト
　「本を通じて人と人とのコミュニケーションの場を提供する」をテーマに、ビブリオバ

トルや川柳企画、流星祭特別企画を行いました。今後も、普段あまり読書をしない
人に対して興味を持ってもらう「きっかけ」や、学外活動による交流を通してメンバー
の見識を広める場を提供したいです。
　◎Musica.
　「稲置学園という大きな括りで合唱を行い、歌の良さを伝えたい。」という思いから
星稜音楽祭を開催しました。「歌の良さを伝える」という当初の目標に加え、「自分か
ら動く力」を身に付けることもできました。今後また合唱をすることがあれば今回を越
える、より良い演奏を届けたいです。

平
成
30
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
宮
﨑

正
史
先
生
の
学
長
任
期
が
満
了
し
、退

職
さ
れ
ま
し
た
。

宮
﨑
先
生
は
、平
成
10
年
に
金
沢
経

済
大
学
経
済
学
部
の
教
授
と
し
て
着

任
。平
成
14
年
の
金
沢
星
稜
大
学
へ
の

校
名
変
更
の
後
、第
二
経
済
学
部
長
、人

間
科
学
部
長
、副
学
長
を
歴
任
し
、平
成

26
年
か
ら
の
4
年
間
学
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。大
学
の
第
9
代
目
の
学
長
で

あ
り
、大
学
創
設
50
周
年
の
節
目
の
年

の
学
長
で
あ
っ
た
他
、任
期
中
に
人
文

学
部
を
新
設
す
る
な
ど
大
学
の
発
展
に

多
大
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
末
に
は
、ご
自
身
の
専
門
分
野

で
あ
る
シ
ス
テ
ム
科
学
に
つ
い
て
の
最

終
講
義
が
行
わ
れ
、多
く
の
学
生
、教
職

員
が
聴
講
し
、講
義
後
に
は
サ
ッ
カ
ー

部
か
ら
第
9
代
学
長
に
ち
な
ん
で『
背

番
号
9
』の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、稲
友
会（
大
学
・
短
大
部
の
保

護
者
会
）や
、部
長
を
務
め
た
大
学
サ
ッ

カ
ー
部
に
よ
る
送
別
会
が
行
わ
れ
る
な

ど
、保
護
者
や
卒
業
生
も
別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
。
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ら動く力」を身に付けることもできました。今後また合唱をすることがあれば今回を越
える、より良い演奏を届けたいです。

平
成
30
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
宮
﨑

正
史
先
生
の
学
長
任
期
が
満
了
し
、退

職
さ
れ
ま
し
た
。

宮
﨑
先
生
は
、平
成
10
年
に
金
沢
経

済
大
学
経
済
学
部
の
教
授
と
し
て
着

任
。平
成
14
年
の
金
沢
星
稜
大
学
へ
の

校
名
変
更
の
後
、第
二
経
済
学
部
長
、人

間
科
学
部
長
、副
学
長
を
歴
任
し
、平
成

26
年
か
ら
の
4
年
間
学
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。大
学
の
第
9
代
目
の
学
長
で

あ
り
、大
学
創
設
50
周
年
の
節
目
の
年

の
学
長
で
あ
っ
た
他
、任
期
中
に
人
文

学
部
を
新
設
す
る
な
ど
大
学
の
発
展
に

多
大
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
末
に
は
、ご
自
身
の
専
門
分
野

で
あ
る
シ
ス
テ
ム
科
学
に
つ
い
て
の
最

終
講
義
が
行
わ
れ
、多
く
の
学
生
、教
職

員
が
聴
講
し
、講
義
後
に
は
サ
ッ
カ
ー

部
か
ら
第
9
代
学
長
に
ち
な
ん
で『
背

番
号
9
』の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、稲
友
会（
大
学
・
短
大
部
の
保

護
者
会
）や
、部
長
を
務
め
た
大
学
サ
ッ

カ
ー
部
に
よ
る
送
別
会
が
行
わ
れ
る
な

ど
、保
護
者
や
卒
業
生
も
別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
。
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12
月
20
日（
水
）、全
国
大
会
出
場
激
励
会

お
よ
び
2
学
期
終
業
式
を
行
い
ま
し
た
。全

国
の
切
符
を
奪
還
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
、陸
上

競
技
部
メ
ン
バ
ー
を
、校
長
先
生
は
じ
め
、

同
窓
会
会
長
、生
徒
会
会
長
、そ
し
て
生
徒

全
員
で
激
励
し
ま
し
た
。そ
の
後
の
終
業
式

で
は
、沖
縄
の
方
言
の「
ま
く
と
ぅ
そ
ー
け
ー

な
ん
く
る
な
い
さ（
人
事
を
尽
く
し
て
天
命

を
待
つ
）」と
い
う
言
葉
で
受
験
生
を
激
励

し
、2
学
期
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

人
事
を
尽
く
せ
！

激
励
会
＆
終
業
式

高

い
ざ
、

修
学
旅
行
へ
！

高

2
月
15
日（
木
）、一
里
野
温
泉

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、ス
キ
ー
教
室

を
行
い
ま
し
た
。午
前
中
は
レ
ベ

ル
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
々
に
よ
る
指

導
を
受
け
、午
後
は
各
自
思
い
思

い
に
自
由
滑
降
を
楽
し
み
ま
し

た
。自
分
の
技
術
の
上
達
を
実
感

し
た
り
、美
し
い
雪
景
色
の
中
を

滑
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
り
と
、

雪
国
な
ら
で
は
の
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
キ
ー
教
室

中

12
月
16
日（
土
）、稲
置

記
念
館
講
堂
に
お
い
て
、

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、飲
食
店
経
営
の

田
村
秀
和
様
を
お
招
き

し
、「
小
さ
な
飲
食
店
が

で
き
る
　
小
さ
な
お
手
伝
い
」と
題
し
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。ご
両
親
か
ら
お
店
を
受
け
継
い
だ
経
緯
や
、厳
し
い
修
業
時

代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、大
き
な
夢
を
叶
え
る
た
め
に
目

の
前
の
目
標
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、

「
誰
か
」の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
行
動
す
る
素

晴
ら
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会

中
総
合
学
習
発
表
！

中 12
月
4
日（
月
）〜
8
日（
金
）、

1
年
P
コ
ー
ス
が
、ま
た
12
月
5

日（
火
）〜
8
日（
金
）の
日
程
で
1

年
A・
B
コ
ー
ス
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
修
学
旅
行
へ

行
き
ま
し
た
。普
段
気
軽
に
は
出

か
け
ら
れ
な
い
土
地
や
場
所
に
つ

い
て
、事
前
学
習
を
重
ね
な
が
ら

得
た
情
報
を
も
と
に
見
聞
を
広

め
、体
験
学
習・平
和
学
習
な
ど
を

通
し
て
友
人
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
を
共
有
し
ま
し
た
。

各
コ
ー
ス
の
主
な
行
き
先
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

A
コ
ー
ス
　
関
東

高
校
1
年
A
コ
ー
ス
は
関
東
方

面
の
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。国
立
科
学
博
物
館
や
ル
ミ
ネ

the

よ
し
も
と
、ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
、3
日
目
に
は

鎌
倉
大
仏
、鶴
岡
八
幡
宮
、三
菱

み
な
と
み
ら
い
技
術
館
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
を
訪
れ
、ま
た
グ

ル
ー
プ
別
に
大
学
訪
問
と
企
業
訪

問
も
行
い
ま
し
た
。中
で
も
東
京

大
学
、ヤ
フ
ー
、丸
紅
で
は
、本
校

の
卒
業
生
に
よ
る
対
応・案
内
が

あ
り
、よ
り
身
近
で
、か
つ
身
の
引

き
締
ま
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

B
コ
ー
ス
　
北
九
州

偶
数
ク
ラ
ス
と
奇
数
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
逆
の
旅
程
で

回
り
ま
し
た
。

九
州
で
は
太
宰
府
天
満
宮
、長

2
月
17
日（
土
）、中
学
1
年
生
が
レ
ゴ
研
修
を
行
い

ま
し
た
。前
半
は
、「
中
学
生
活
で
成
長
し
た
現
在
の
私
」

を
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
表
現
し
、発
表
し
ま
し
た
。後
半

は
、SDG

s

（Sustainable D
evelopmennt G

oals

〜

世
界
中
の
皆
で
目
指
す
永
続
的
な
社
会・地
球
環
境
を

構
築
す
る
た
め
の
目
標
〜
）の
中
か
ら
課
題
を
決
め

て
、「
も
し
ド
ラ
え
も
ん
の
秘
密
の
道
具
で
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
で
き
る
な
ら
？
」を
テ
ー
マ
に
レ
ゴ
ブ

ロ
ッ
ク
で
表
現
し
、発
表
し
ま
し
た
。

永
続
的
な
社
会・地
球
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に
、

現
在
の
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
、一
人
ひ
と
り

が
じ
っ
く
り
考
え
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

積
み
上
げ
ろ
！
レ
ゴ
研
修

中

12
月
7
日（
木
）、冬
季
体
育
大

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

3
学
年
混
合
の
チ
ー
ム
編
成

で
、男
子
は
サ
ッ
カ
ー
、女
子
は

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、暖
か
い
冬
の

日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、思
い
切

り
体
を
動
か
し
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、女
子
は
ク

ラ
ス
対
抗
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

も
行
い
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

2
月
14
日（
水
）〜
16
日（
金
）、2
年
生
P
コ
ー
ス
が
長
野
県
の
栂
池
高
原
で

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、雪
山
で
の
事
故
が
な
い
よ
う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
説
明

を
じ
っ
く
り
聞
き
、規
律
を
守
る
こ
と
の
重
要
さ
を
理
解
し
た
後
、雄
大
な
雪
原

に
飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。最
初
は
不
安
定
な
が
ら
、徐
々
に
力
み
も
取
れ
、大

自
然
の
中
で
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

歓
声
！
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
実
習

高

12月からの主な部活動成績高中
【星稜高等学校】
平成29年度石川県高等学校総合体育大会
　　・総合優秀校
　　・男子最優秀校
　　・女子優秀校
第54回石川県高等学校スキー選手権大会
　 ● 男子アルペン総合 ・第2位 
　 ● 男子総合 ・第2位
　 ● 女子アルペン総合 ・第3位
　 ● 女子総合 ・第2位
第67回全国高等学校スキー大会石川県予選会
　 ● 男子大回転 ・第2位 山口　豪太（全国大会出場決定）
　 ● 男子回転 ・第3位 田中稀一朗（全国大会出場決定）
　 ● 女子大回転 ・第2位 河端　里緒（全国大会出場決定）
　 ● 女子回転 ・第2位 河端　里緒（全国大会出場決定）
平成29年度石川県高等学校新人体育大会
第45回石川県高等学校新人スキー大会
　 ● 男子大回転 ・第3位 山口　豪太
　 ● 男子回転 ・第1位 山口　豪太
　 ● 男子アルペン総合 ・第2位
　 ● 女子回転 ・第2位 河端　里緒
　 ● 女子アルペン総合 ・第2位 
第26回松本籏争奪石川県高等学校剣道選抜大会
　 ● 女子団体 ・第3位 

第80回石川県耐寒継走選手権大会
　 ● 第2部高校A組 ・第4位 佐竹翔、梅谷、佐竹大、木下
　 ● 第2区 ・区間賞 梅谷　寛大
第5回北信越地区高等学校自然科学部研究発表会
　　・研究奨励賞　小西優衣香　・月面クレーター内の衝突痕の分布による考察
第52回石川県アンサンブルコンテスト
　 ●クラリネット四重奏 ・金賞
     中村　望綾、灘地　遥、古林　優美、岡田奈津希
     石川県代表決定（北陸アンサンブルコンテスト）
第41回北陸アンサンブルコンテスト
　 ●クラリネット四重奏 ・銀賞
     中村　望綾、灘地　遥、古林　優美、岡田奈津希
第30回石川県高等学校ヴォーカルアンサンブルコンテスト
　 A部門（重唱部門）
　 ● A-1 ・金賞 舘農、吉田、中村、中山
　 ● A-2 ・金賞 鶴岡、今井、伊藤
　 ● A-3 ・銅賞 永井、綿谷、金田
　 ● A-4 ・銅賞 瀬川、中川、不破、東山
　 B部門（合唱部門）
　 ● B-1 ・金賞

第5回北信越中学サッカー新人選抜強化フェスティバル2017
　　・優勝

【星稜中学校】

2
月
3
日（
土
）、第
16
回
総
合
学
習
発
表
会
が
稲
置
記
念
館
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。第
1
部
で
は
、1
年
生
が
4
月
か
ら
週
に
一
度
行
っ
て
き

た
研
究
活
動「
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、1
年
生
が
12
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ

を
決
め
て
実
験
検
証
や
観
察
な
ど
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
、2・3
年
生
も

興
味
深
く
そ
の
発
表
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。第
2
部
で
は
、2
年
生

が
学
級
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。衣
装
や
音
楽
、演
出
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、両
ク
ラ
ス
と
も
見
応
え
の
あ
る
劇
と
な
り
ま
し
た
。

冬
季
体
育
大
会

中

崎
自
主
プ
ラ
ン
、平
和
公
園
、原
爆

資
料
館
、山
口
で
は
秋
芳
洞
を
訪

れ
ま
し
た
。福
岡
で
の
自
主
プ
ラ

ン
で
は
柳
川
下
り
が
最
も
人
気
で

し
た
が
、他
に
も
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト

や
キ
ュ
ー
ピ
ー
、一
蘭
、N
H
K
、

ヤ
ク
ル
ト
、味
の
素
な
ど
の
企
業

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

世
界
の
各
地
で
紛
争
が
絶
え
な

い
こ
の
時
代
に
生
き
る
か
ら
こ

そ
か
、原
爆
資
料
館
を
真
剣
に
見

学
す
る
生
徒
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

P
コ
ー
ス
　
沖
縄

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
地
帯
で
の
カ

ヌ
ー
や
、海
岸
で
の
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
、美
ら
海
水
族
館
に
万
座
毛
、体

験
王
国
む
ら
咲
む
ら
で
の
体
験
学

習
、お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド
、ひ
め
ゆ

り
の
塔
の
見
学
や
、首
里
城
公
園

の
散
策
な
ど
、普
段
の
生
活
で
は

経
験
で
き
な
い
体
験
や
現
地
の
人

の
思
い
に
、生
徒
た
ち
は
感
銘
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
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12
月
20
日（
水
）、全
国
大
会
出
場
激
励
会

お
よ
び
2
学
期
終
業
式
を
行
い
ま
し
た
。全

国
の
切
符
を
奪
還
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
、陸
上

競
技
部
メ
ン
バ
ー
を
、校
長
先
生
は
じ
め
、

同
窓
会
会
長
、生
徒
会
会
長
、そ
し
て
生
徒

全
員
で
激
励
し
ま
し
た
。そ
の
後
の
終
業
式

で
は
、沖
縄
の
方
言
の「
ま
く
と
ぅ
そ
ー
け
ー

な
ん
く
る
な
い
さ（
人
事
を
尽
く
し
て
天
命

を
待
つ
）」と
い
う
言
葉
で
受
験
生
を
激
励

し
、2
学
期
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

人
事
を
尽
く
せ
！

激
励
会
＆
終
業
式

高

い
ざ
、

修
学
旅
行
へ
！

高

2
月
15
日（
木
）、一
里
野
温
泉

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、ス
キ
ー
教
室

を
行
い
ま
し
た
。午
前
中
は
レ
ベ

ル
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
々
に
よ
る
指

導
を
受
け
、午
後
は
各
自
思
い
思

い
に
自
由
滑
降
を
楽
し
み
ま
し

た
。自
分
の
技
術
の
上
達
を
実
感

し
た
り
、美
し
い
雪
景
色
の
中
を

滑
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
り
と
、

雪
国
な
ら
で
は
の
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
キ
ー
教
室

中

12
月
16
日（
土
）、稲
置

記
念
館
講
堂
に
お
い
て
、

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、飲
食
店
経
営
の

田
村
秀
和
様
を
お
招
き

し
、「
小
さ
な
飲
食
店
が

で
き
る
　
小
さ
な
お
手
伝
い
」と
題
し
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。ご
両
親
か
ら
お
店
を
受
け
継
い
だ
経
緯
や
、厳
し
い
修
業
時

代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、大
き
な
夢
を
叶
え
る
た
め
に
目

の
前
の
目
標
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、

「
誰
か
」の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
行
動
す
る
素

晴
ら
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会

中
総
合
学
習
発
表
！

中 12
月
4
日（
月
）〜
8
日（
金
）、

1
年
P
コ
ー
ス
が
、ま
た
12
月
5

日（
火
）〜
8
日（
金
）の
日
程
で
1

年
A・
B
コ
ー
ス
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
修
学
旅
行
へ

行
き
ま
し
た
。普
段
気
軽
に
は
出

か
け
ら
れ
な
い
土
地
や
場
所
に
つ

い
て
、事
前
学
習
を
重
ね
な
が
ら

得
た
情
報
を
も
と
に
見
聞
を
広

め
、体
験
学
習・平
和
学
習
な
ど
を

通
し
て
友
人
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
を
共
有
し
ま
し
た
。

各
コ
ー
ス
の
主
な
行
き
先
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

A
コ
ー
ス
　
関
東

高
校
1
年
A
コ
ー
ス
は
関
東
方

面
の
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。国
立
科
学
博
物
館
や
ル
ミ
ネ

the

よ
し
も
と
、ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
、3
日
目
に
は

鎌
倉
大
仏
、鶴
岡
八
幡
宮
、三
菱

み
な
と
み
ら
い
技
術
館
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
を
訪
れ
、ま
た
グ

ル
ー
プ
別
に
大
学
訪
問
と
企
業
訪

問
も
行
い
ま
し
た
。中
で
も
東
京

大
学
、ヤ
フ
ー
、丸
紅
で
は
、本
校

の
卒
業
生
に
よ
る
対
応・案
内
が

あ
り
、よ
り
身
近
で
、か
つ
身
の
引

き
締
ま
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

B
コ
ー
ス
　
北
九
州

偶
数
ク
ラ
ス
と
奇
数
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
逆
の
旅
程
で

回
り
ま
し
た
。

九
州
で
は
太
宰
府
天
満
宮
、長

2
月
17
日（
土
）、中
学
1
年
生
が
レ
ゴ
研
修
を
行
い

ま
し
た
。前
半
は
、「
中
学
生
活
で
成
長
し
た
現
在
の
私
」

を
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
表
現
し
、発
表
し
ま
し
た
。後
半

は
、SDG

s
（Sustainable D

evelopmennt G
oals

〜

世
界
中
の
皆
で
目
指
す
永
続
的
な
社
会・地
球
環
境
を

構
築
す
る
た
め
の
目
標
〜
）の
中
か
ら
課
題
を
決
め

て
、「
も
し
ド
ラ
え
も
ん
の
秘
密
の
道
具
で
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
で
き
る
な
ら
？
」を
テ
ー
マ
に
レ
ゴ
ブ

ロ
ッ
ク
で
表
現
し
、発
表
し
ま
し
た
。

永
続
的
な
社
会・地
球
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に
、

現
在
の
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
、一
人
ひ
と
り

が
じ
っ
く
り
考
え
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

積
み
上
げ
ろ
！
レ
ゴ
研
修

中

12
月
7
日（
木
）、冬
季
体
育
大

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

3
学
年
混
合
の
チ
ー
ム
編
成

で
、男
子
は
サ
ッ
カ
ー
、女
子
は

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、暖
か
い
冬
の

日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、思
い
切

り
体
を
動
か
し
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、女
子
は
ク

ラ
ス
対
抗
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

も
行
い
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

2
月
14
日（
水
）〜
16
日（
金
）、2
年
生
P
コ
ー
ス
が
長
野
県
の
栂
池
高
原
で

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、雪
山
で
の
事
故
が
な
い
よ
う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
説
明

を
じ
っ
く
り
聞
き
、規
律
を
守
る
こ
と
の
重
要
さ
を
理
解
し
た
後
、雄
大
な
雪
原

に
飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。最
初
は
不
安
定
な
が
ら
、徐
々
に
力
み
も
取
れ
、大

自
然
の
中
で
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

歓
声
！
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
実
習

高

12月からの主な部活動成績高中
【星稜高等学校】
平成29年度石川県高等学校総合体育大会
　　・総合優秀校
　　・男子最優秀校
　　・女子優秀校
第54回石川県高等学校スキー選手権大会
　 ● 男子アルペン総合 ・第2位 
　 ● 男子総合 ・第2位
　 ● 女子アルペン総合 ・第3位
　 ● 女子総合 ・第2位
第67回全国高等学校スキー大会石川県予選会
　 ● 男子大回転 ・第2位 山口　豪太（全国大会出場決定）
　 ● 男子回転 ・第3位 田中稀一朗（全国大会出場決定）
　 ● 女子大回転 ・第2位 河端　里緒（全国大会出場決定）
　 ● 女子回転 ・第2位 河端　里緒（全国大会出場決定）
平成29年度石川県高等学校新人体育大会
第45回石川県高等学校新人スキー大会
　 ● 男子大回転 ・第3位 山口　豪太
　 ● 男子回転 ・第1位 山口　豪太
　 ● 男子アルペン総合 ・第2位
　 ● 女子回転 ・第2位 河端　里緒
　 ● 女子アルペン総合 ・第2位 
第26回松本籏争奪石川県高等学校剣道選抜大会
　 ● 女子団体 ・第3位 

第80回石川県耐寒継走選手権大会
　 ● 第2部高校A組 ・第4位 佐竹翔、梅谷、佐竹大、木下
　 ● 第2区 ・区間賞 梅谷　寛大
第5回北信越地区高等学校自然科学部研究発表会
　　・研究奨励賞　小西優衣香　・月面クレーター内の衝突痕の分布による考察
第52回石川県アンサンブルコンテスト
　 ●クラリネット四重奏 ・金賞
     中村　望綾、灘地　遥、古林　優美、岡田奈津希
     石川県代表決定（北陸アンサンブルコンテスト）
第41回北陸アンサンブルコンテスト
　 ●クラリネット四重奏 ・銀賞
     中村　望綾、灘地　遥、古林　優美、岡田奈津希
第30回石川県高等学校ヴォーカルアンサンブルコンテスト
　 A部門（重唱部門）
　 ● A-1 ・金賞 舘農、吉田、中村、中山
　 ● A-2 ・金賞 鶴岡、今井、伊藤
　 ● A-3 ・銅賞 永井、綿谷、金田
　 ● A-4 ・銅賞 瀬川、中川、不破、東山
　 B部門（合唱部門）
　 ● B-1 ・金賞

第5回北信越中学サッカー新人選抜強化フェスティバル2017
　　・優勝

【星稜中学校】

2
月
3
日（
土
）、第
16
回
総
合
学
習
発
表
会
が
稲
置
記
念
館
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。第
1
部
で
は
、1
年
生
が
4
月
か
ら
週
に
一
度
行
っ
て
き

た
研
究
活
動「
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、1
年
生
が
12
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ

を
決
め
て
実
験
検
証
や
観
察
な
ど
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
、2・3
年
生
も

興
味
深
く
そ
の
発
表
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。第
2
部
で
は
、2
年
生

が
学
級
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。衣
装
や
音
楽
、演
出
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、両
ク
ラ
ス
と
も
見
応
え
の
あ
る
劇
と
な
り
ま
し
た
。

冬
季
体
育
大
会

中

崎
自
主
プ
ラ
ン
、平
和
公
園
、原
爆

資
料
館
、山
口
で
は
秋
芳
洞
を
訪

れ
ま
し
た
。福
岡
で
の
自
主
プ
ラ

ン
で
は
柳
川
下
り
が
最
も
人
気
で

し
た
が
、他
に
も
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト

や
キ
ュ
ー
ピ
ー
、一
蘭
、N
H
K
、

ヤ
ク
ル
ト
、味
の
素
な
ど
の
企
業

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

世
界
の
各
地
で
紛
争
が
絶
え
な

い
こ
の
時
代
に
生
き
る
か
ら
こ

そ
か
、原
爆
資
料
館
を
真
剣
に
見

学
す
る
生
徒
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

P
コ
ー
ス
　
沖
縄

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
地
帯
で
の
カ

ヌ
ー
や
、海
岸
で
の
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
、美
ら
海
水
族
館
に
万
座
毛
、体

験
王
国
む
ら
咲
む
ら
で
の
体
験
学

習
、お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド
、ひ
め
ゆ

り
の
塔
の
見
学
や
、首
里
城
公
園

の
散
策
な
ど
、普
段
の
生
活
で
は

経
験
で
き
な
い
体
験
や
現
地
の
人

の
思
い
に
、生
徒
た
ち
は
感
銘
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
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金
沢
星
稜
大
学
の
茶
室
で
保
護
者
の
方
を
招
い
て
の

お
茶
会
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
の
茶
道
で
習
っ
た
こ
と

を
保
護
者
の
方
に
見
て
い
た
だ
い
た
後
、
和
菓
子
と
お

茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
和
菓
子
は
子
ど
も
達
が

前
日
に
藤
井
菓
子
店
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
心
を

込
め
て
作
っ
た
和
菓
子
で
す
。
ピ
ン
ク
色
、
茶
色
、
黄

色
の
３
色
の
あ
ん
こ
を
使
っ
た
リ
ン
ゴ
型
の
か
わ
い
い

上
生
菓
子
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
の
手
作

り
の
和
菓
子
を
い
た
だ
き
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

畳
の
ヘ
リ
を
踏
ま
な
い
と
い
う
和
室
の
マ
ナ
ー
も
し
っ

か
り
と
身
に
つ
い
て
い
る
と
保
護
者
の
方
は
感
心
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
裏
千
家
の
家
元
の
千
宗
室
様
よ

り
、
茶
道
を
学
ん
だ
お
し
る
し
と
し
て
の
証
書
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

☆
将
棋
大
会
☆

☆
お
う
ち
の
方
を
招
い
て
の
お
茶
会
☆

☆
紙
漉
き
体
験
☆

こ
れ
ま
で
の
年
長
、年
中
児
対
象
の
サ
ッ
カ
ー
、プ
ー

ル
活
動
、英
語
に
加
え
年
少
児
対
象
の
新
し
い
課
外
活

動
が
始
ま
り
ま
す
。歌
や
身
体
表
現
、楽
器
あ
そ
び
な
ど

を
通
し
て
音
楽
を
楽
し
む「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」で
す
。

星
稜
幼
稚
園
職
員
で
金
沢
星
稜
大
学
声
楽
講
師
の
新

平
衣
里
と
、同
じ
く
幼
稚
園
職
員
で
金
沢
大
学
大
学
院

音
楽
教
育
コ
ー
ス
卒
、ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
リ
ス
ト
音
楽

院
に
留
学
経
験
の
あ
る
森
舞
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

全
職
員
が
参
加
し
て
、お
う
吐
物
処
理
の
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。金
沢
星
稜
大
学
特
任
教
授
の
北
川
節
子

先
生
に
よ
る
手
順
や
職
員
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
の
講

習
の
あ
と
、実
際
に
嘔
吐
が
あ
っ
た
想
定
で
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、流
行
期
に
は「
も
ち
こ
ま
な
い
」「
出
さ
な
い
」「
広

げ
な
い
」を
心
掛
け
衛
生
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

課
外
活
動
で
あ
る
星
稜
ア
ラ
カ
ル
ト
の
１
つ
と
し

て
、星
稜
高
校
教
諭
の
山
崎
先
生
に
よ
る「
親
子
サ
イ
エ

ン
ス
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
た
ね
を
と
ば
そ
う
」

の
テ
ー
マ
で
は
、つ
ば
さ
を
持
ち
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う

に
滑
空
す
る〝
空
と
ぶ
た
ね
〞ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
・
マ
ク
ロ

カ
ル
パ
の
種
の
模
型
や
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ワ
ン
を
製
作
し
、

実
際
に
飛
ば
し
て
み
ま
し
た
。空
中
を
不
思
議
な
動
き

で
浮
遊
す
る
様
子
が
興
味
深
く
、何
度
も
飛
ば
し
て
み

て
い
ま
し
た
。他
に
も「
お
お
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
つ
く

ろ
う
」「
空
気
砲
で
あ
そ
ぼ
う
」「
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ

う
」な
ど
、好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
テ
ー
マ
で
、大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
み
な
が
ら
サ
イ
エ
ン
ス
の
魅
力
に
触
れ
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

☆
星
稜
ア
ラ
カ
ル
ト

　 「
親
子
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」☆

☆
課
外
活
動

　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
♪
☆

☆
職
員
講
習
会
☆

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

星
稜
幼
稚
園
で
は
日
本
の
伝
統
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。裏
千
家
・
平
野
宗
絹
師
範
に
よ
る
月
１
回
の
茶
道
教

室
で
は
、「
礼
節
を
大
切
に
す
る
心
」「
集
中
力
」を
養
う

こ
と
を
目
的
に
、年
長
児
が
お
点
前
を
習
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
の
茶
室
に
て
お
点
前
を
披
露
し
た
際
に

は
、心
静
か
に
小
さ
な
手
で
お
茶
を
た
て
る
姿
に
保
護
者

も
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。ま
た
、金
箔
貼
り
も
体
験
し

ま
し
た
。「
金
銀
箔
工
芸
さ
く
だ
」の
職
人
さ
ん
の
作
業
を

見
せ
て
も
ら
い
、間
近
で
見
る
職
人
技
に
思
わ
ず
息
を
の

む
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。箔
貼
り
体
験
で
は
と
に
か
く

真
剣
そ
の
も
の
！
出
来
上
が
っ
た
小
物
入
れ
を
満
足
そ

う
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

☆
大
好
き
日
本
！
伝
統
に
触
れ
る
☆

1
月
27
日（
土
）、親
子
将
棋
大
会
が
開
か
れ
約
60
名

が
参
加
し
ま
し
た
。日
本
将
棋
連
盟
石
川
県
支
部
連
合

会
所
属
で
子
ど
も
達
か
ら
名
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
三
⻆

憲
正
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、

お
じ
い
さ
ん
と
の
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
将
棋（
陣
地
移
動
）や
、

対
局
を
し
た
り
、グ
ル
ー
プ
対
抗
ま
わ
り
将
棋
を
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。お
子
さ

ん
の
影
響
で
将
棋
を
始
め

た
お
う
ち
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。お
じ
い

さ
ん
と
お
孫
さ
ん
と
の
対

局
も
見
ら
れ
、周
り
の
皆

さ
ん
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

お
孫
さ
ん
相
手
に「
負
け

な
い
ぞ
！
」と
闘
志
満
々

の
お
じ
い
さ
ん
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

二
俣
和
紙
の
紙
漉
き
体
験
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。紙

の
原
料
の
楮（
こ
う
ぞ
）を
触
っ
て
み
て「
ご
わ
ご
わ
し

て
る
。」、水
の
中
に
あ
る
紙
を
見
て「
雲
み
た
い
。」と
、

実
際
に
触
っ
た
り
、見
た
り
し
て
色
々
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。金
沢
の
伝

統
工
芸
士
の
斎
藤
博
さ
ん

に
紙
の
漉
き
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
、園
庭
で
拾
っ

た
葉
っ
ぱ
や
金
紙
を
乗

せ
、世
界
に
一
つ
だ
け
の

素
敵
な
作
品
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。卒
園
式
に
は

斎
藤
さ
ん
が
漉
い
た
二
俣

和
紙
の
証
書
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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金
沢
星
稜
大
学
の
茶
室
で
保
護
者
の
方
を
招
い
て
の

お
茶
会
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
の
茶
道
で
習
っ
た
こ
と

を
保
護
者
の
方
に
見
て
い
た
だ
い
た
後
、
和
菓
子
と
お

茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
和
菓
子
は
子
ど
も
達
が

前
日
に
藤
井
菓
子
店
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
心
を

込
め
て
作
っ
た
和
菓
子
で
す
。
ピ
ン
ク
色
、
茶
色
、
黄

色
の
３
色
の
あ
ん
こ
を
使
っ
た
リ
ン
ゴ
型
の
か
わ
い
い

上
生
菓
子
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
の
手
作

り
の
和
菓
子
を
い
た
だ
き
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

畳
の
ヘ
リ
を
踏
ま
な
い
と
い
う
和
室
の
マ
ナ
ー
も
し
っ

か
り
と
身
に
つ
い
て
い
る
と
保
護
者
の
方
は
感
心
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
裏
千
家
の
家
元
の
千
宗
室
様
よ

り
、
茶
道
を
学
ん
だ
お
し
る
し
と
し
て
の
証
書
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

☆
将
棋
大
会
☆

☆
お
う
ち
の
方
を
招
い
て
の
お
茶
会
☆

☆
紙
漉
き
体
験
☆

こ
れ
ま
で
の
年
長
、年
中
児
対
象
の
サ
ッ
カ
ー
、プ
ー

ル
活
動
、英
語
に
加
え
年
少
児
対
象
の
新
し
い
課
外
活

動
が
始
ま
り
ま
す
。歌
や
身
体
表
現
、楽
器
あ
そ
び
な
ど

を
通
し
て
音
楽
を
楽
し
む「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」で
す
。

星
稜
幼
稚
園
職
員
で
金
沢
星
稜
大
学
声
楽
講
師
の
新

平
衣
里
と
、同
じ
く
幼
稚
園
職
員
で
金
沢
大
学
大
学
院

音
楽
教
育
コ
ー
ス
卒
、ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
リ
ス
ト
音
楽

院
に
留
学
経
験
の
あ
る
森
舞
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

全
職
員
が
参
加
し
て
、お
う
吐
物
処
理
の
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。金
沢
星
稜
大
学
特
任
教
授
の
北
川
節
子

先
生
に
よ
る
手
順
や
職
員
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
の
講

習
の
あ
と
、実
際
に
嘔
吐
が
あ
っ
た
想
定
で
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、流
行
期
に
は「
も
ち
こ
ま
な
い
」「
出
さ
な
い
」「
広

げ
な
い
」を
心
掛
け
衛
生
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

課
外
活
動
で
あ
る
星
稜
ア
ラ
カ
ル
ト
の
１
つ
と
し

て
、星
稜
高
校
教
諭
の
山
崎
先
生
に
よ
る「
親
子
サ
イ
エ

ン
ス
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
た
ね
を
と
ば
そ
う
」

の
テ
ー
マ
で
は
、つ
ば
さ
を
持
ち
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う

に
滑
空
す
る〝
空
と
ぶ
た
ね
〞ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
・
マ
ク
ロ

カ
ル
パ
の
種
の
模
型
や
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ワ
ン
を
製
作
し
、

実
際
に
飛
ば
し
て
み
ま
し
た
。空
中
を
不
思
議
な
動
き

で
浮
遊
す
る
様
子
が
興
味
深
く
、何
度
も
飛
ば
し
て
み

て
い
ま
し
た
。他
に
も「
お
お
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
つ
く

ろ
う
」「
空
気
砲
で
あ
そ
ぼ
う
」「
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ

う
」な
ど
、好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
テ
ー
マ
で
、大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
み
な
が
ら
サ
イ
エ
ン
ス
の
魅
力
に
触
れ
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

☆
星
稜
ア
ラ
カ
ル
ト

　 「
親
子
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」☆

☆
課
外
活
動

　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
♪
☆

☆
職
員
講
習
会
☆

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

星
稜
幼
稚
園
で
は
日
本
の
伝
統
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。裏
千
家
・
平
野
宗
絹
師
範
に
よ
る
月
１
回
の
茶
道
教

室
で
は
、「
礼
節
を
大
切
に
す
る
心
」「
集
中
力
」を
養
う

こ
と
を
目
的
に
、年
長
児
が
お
点
前
を
習
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
の
茶
室
に
て
お
点
前
を
披
露
し
た
際
に

は
、心
静
か
に
小
さ
な
手
で
お
茶
を
た
て
る
姿
に
保
護
者

も
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。ま
た
、金
箔
貼
り
も
体
験
し

ま
し
た
。「
金
銀
箔
工
芸
さ
く
だ
」の
職
人
さ
ん
の
作
業
を

見
せ
て
も
ら
い
、間
近
で
見
る
職
人
技
に
思
わ
ず
息
を
の

む
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。箔
貼
り
体
験
で
は
と
に
か
く

真
剣
そ
の
も
の
！
出
来
上
が
っ
た
小
物
入
れ
を
満
足
そ

う
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

☆
大
好
き
日
本
！
伝
統
に
触
れ
る
☆

1
月
27
日（
土
）、親
子
将
棋
大
会
が
開
か
れ
約
60
名

が
参
加
し
ま
し
た
。日
本
将
棋
連
盟
石
川
県
支
部
連
合

会
所
属
で
子
ど
も
達
か
ら
名
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
三
⻆

憲
正
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、

お
じ
い
さ
ん
と
の
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
将
棋（
陣
地
移
動
）や
、

対
局
を
し
た
り
、グ
ル
ー
プ
対
抗
ま
わ
り
将
棋
を
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。お
子
さ

ん
の
影
響
で
将
棋
を
始
め

た
お
う
ち
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。お
じ
い

さ
ん
と
お
孫
さ
ん
と
の
対

局
も
見
ら
れ
、周
り
の
皆

さ
ん
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

お
孫
さ
ん
相
手
に「
負
け

な
い
ぞ
！
」と
闘
志
満
々

の
お
じ
い
さ
ん
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

二
俣
和
紙
の
紙
漉
き
体
験
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。紙

の
原
料
の
楮（
こ
う
ぞ
）を
触
っ
て
み
て「
ご
わ
ご
わ
し

て
る
。」、水
の
中
に
あ
る
紙
を
見
て「
雲
み
た
い
。」と
、

実
際
に
触
っ
た
り
、見
た
り
し
て
色
々
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。金
沢
の
伝

統
工
芸
士
の
斎
藤
博
さ
ん

に
紙
の
漉
き
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
、園
庭
で
拾
っ

た
葉
っ
ぱ
や
金
紙
を
乗

せ
、世
界
に
一
つ
だ
け
の

素
敵
な
作
品
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。卒
園
式
に
は

斎
藤
さ
ん
が
漉
い
た
二
俣

和
紙
の
証
書
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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り
ま
す
が
、
当
行
の
発
展
ひ
い
て
は
地
域
経
済
の

繁
栄
に
寄
与
す
べ
く
日
々
業
務
に
邁
進
し
て
お
り

ま
す
。
当
課
に
配
属
と
な
る
以
前
は
支
店
に
て
個

人
お
よ
び
法
人
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
５

年
間
の
支
店
勤
務
を
経
て
、
海
外
ト
レ
ー
ニ
ー
制

度
に
応
募
し
、
２
０
１
６
年
よ
り
約
１
年
間
ト
レ
ー

ニ
ー
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
時
代
よ
り
海
外
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
派
遣
が
決
ま
っ
た
時
は
今
ま
で
勉
学
や

仕
事
を
頑
張
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
素
直
に
感
じ

ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
星
稜
高
校
で
の
３
年
間
は
、

正
直
申
し
ま
し
て
、
学
生
生
活
を
謳
歌
し
た
と
い

う
よ
り
も
受
験
勉
強
に
明
け
暮
れ
た
日
々
で
し
た
。

星
稜
高
校
は
教
育
熱
心
な
先
生
方
が
多
く
、
特
に

３
年
間
担
任
を
し
て
い
た
だ
い
た
英
語
の
西
川
先

生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
言

う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
１
つ
の
こ
と
に

集
中
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
や
り
抜
く
力
は
間
違
い

な
く
星
稜
高
校
時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
だ
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
目
標

を
持
っ
て
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
必
ず
し
も
勉
学
の
こ
と
で
な
く
て
も
、

一
生
懸
命
何
か
に
取
り
組
ん
だ
経
験
は
き
っ
と
人

生
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
く
と
私
は
思
い
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
す
が
、
星
稜
高
校
に
携
わ
っ
て
い
る
皆

様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
結

び
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

星
稜
高
校
を
卒
業
後
、大
学
へ
進
学
し
、２
０
１
１

年
に
北
國
銀
行
に
入
行
し
ま
し
た
。
入
行
し
て
今

年
で
は
や
７
年
と
な
り
、
月
日
が
過
ぎ
る
の
は
あ
っ

と
い
う
間
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
現
在
は
市

場
金
融
部
市
場
運
用
課
に
所
属
し
て
お
り
、
外
国

為
替
業
務
と
資
産
運
用
業
務
を
主
に
担
当
し
て
い

ま
す
。
外
国
為
替
業
務
で
は
、
法
人
の
お
客
様
向

け
に
為
替
予
約
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
資
産
運
用
業
務
に
お
い
て
は
、
銀
行
自
体

の
資
産
運
用
を
担
っ
て
お
り
、
債
券
や
株
式
等
へ
の

投
資
を
通
じ
て
自
行
の
収
益
拡
大
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
当
課
に
は
昨
年
か
ら
所
属
し
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
の
が
実
情
で
は
あ

星
稜
で
培
っ
た「
や
り
ぬ
く
力
」で

地
域
の
発
展
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
。

市場金融部　市場運用課
油谷　貴史
（星稜高等学校　第42期卒）

『親業』支援コラム

オトナ
ミカタ

の

は
じ
め
に

最
近
、ご
家
族
で
過
ご
す
時
間
や
ご
家
庭
で
会
話

す
る
時
間
の
確
保
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

現
代
に
お
け
る
私
た
ち
の
都
市
で
の
生
活
は
、革

新
的
な
技
術
に
よ
り
日
々
進
化
し
、人
類
は
便
利
な

生
活
を
手
に
入
れ
た
と
い
え
ま
す
。地
方
か
ら
都
市

へ
の
人
口
流
入
は
、あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
を
は
じ
め
、

そ
う
し
た
便
利
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
手
に
入
れ
る

た
め
に
生
じ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、そ
う
し
た
便
利
な
生
活
を
手
に
入
れ
る
た
め

に
は
お
金
が
必
要
と
な
り
、都
市
で
生
活
す
る
核
家

族
や
共
働
き
の
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。こ
う
し
た
場
合
、ご
家
庭
に
お
い
て
夫

婦
や
親
子
間
で
の
日
常
会
話
の
頻
度
や
会
話
内
容

に
満
足
し
て
い
ま
す
か
。日
常
会
話
を
す
る
時
間
の

確
保
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
し
て
も
、夫
婦
間
で

の
会
話
内
容
は
、子
ど
も
の
学
業
の
こ
と
や
家
計
の

こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。そ
こ
で
本

コ
ラ
ム
で
は
、時
間
的
な
余
裕
と
経
済
的
な
余
裕
が

な
く
、日
常
生
活
に
お
い
て
ご
家
族
の
会
話
が
減
っ

た
、満
足
し
て
い
な
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、観
光

の
潮
流
を
整
理
し
、観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
の
潮
流
と
観
光
の
可
能
性

ま
ず
、身
近
な
観
光
動
向
を
参
考
に
、観
光
の
可

能
性
と
は
何
か
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

金
沢
市
経
済
局
営
業
戦
略
部
観
光
政
策
課
が
実

施
し
た
金
沢
市
観
光
調
査
結
果
は（
N=

1
1
8
1
、

2
0
1
6
年
9
月
22
日
〜
10
月
23
日
及
び
11
月
19

日
〜
12
月
18
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
1
か
月
間
の
毎
週
土

日
に
実
施
）、『
金
沢
市
観
光
調
査
結
果
報
告
書 

平
成

28
年（
2
0
1
6
）』と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、特
記
す
べ
き
点
と
し
て
、観
光
者
が
金

沢
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
は
、「
食・味
覚
」73.
2
％
、

「
史
跡・名
所
等
」50.
6
％
、「
街
並
み
」47.
6
％
、「
文

化（
伝
統
工
芸・芸
能・美
術
等
）」31.
1
％
で
あ
り
、

観
光
者
が
金
沢
へ
期
待
し
て
い
た
こ
と
と
金
沢
で
満

足
し
た
こ
と
を
比
較
す
る
と
、「
街
並
み
」「
自
然
風

景
」「
宿
泊
」は
満
足
が
期
待
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

「
食・味
覚
」「
史
跡・名
所
等
」で
は
満
足
が
期
待
を

若
干
下
回
り
、「
文
化
」で
は
9.
5
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
結
果
が
も
た
ら
す
意
味
は
何
で
し
ょ

う
か
。

わ
が
国
の
観
光
動
向
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て

み
る
と
、「
団
体
旅
行
」か
ら「
個
人
旅
行
」へ
と
い
っ

た
旅
行
形
態
の
変
化
に
よ
り
、観
光
者
の
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
、観
光
産
業
の
従
事
者
や
観
光
研
究
に
従

事
す
る
研
究
者
た
ち
な
ど
に
交
流
目
的
も
含
ん
だ

観
光
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。宿
泊
業

者
の
中
で
も
特
に
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
温
泉

地
な
ど
で
旅
館
業
を
営
む
方
々
は
、こ
う
し
た
観
光

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
べ
く
、ハ
ー
ド
の
見
直
し

や
経
営
方
針
の
変
革
な
ど
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、近
年
で
は
観
光
政
策
の
大
き
な
転
換
が
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
は「
発
地
型
観
光
」か
ら「
着
地
型
観
光
」

へ
と
い
っ
た
観
光
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
主
体
の
変
化

を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、日
本
政
府
に
よ
り

2
0
0
7
年
に
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
が
観
光
立

国
推
進
基
本
法
及
び
基
本
計
画
で
打
ち
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、地
域
の
観
光
振
興
を
本
格
的
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。地
域
の
観
光

振
興
で
は
、地
域
特
有
の
資
源
を
活
か
し
、既
存
の

ス
ト
ッ
ク
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。そ
れ
は
、大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発

に
み
る
観
光
振
興
で
は
な
く
、地
域
の
人
、地
域
資

源
、伝
統
文
化
な
ど
を
創
造
的
に
活
用
し
て
い
く
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
観
光
振
興
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

『
金
沢
市
観
光
調
査
結
果
報
告
書 

平
成
28
年

（
2
0
1
6
）』の
中
で
指
摘
さ
れ
た
上
記
に
つ
い
て

は
、歴
史・文
化
を
含
む
地
域
特
性
か
ら
考
え
ら
れ

る「
金
沢
ら
し
さ
」を
表
層
部
の
み
な
ら
ず
深
層
部

ま
で
説
明
を
受
け
た
い
と
い
う
願
望
が
観
光
者
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
多

様
な
観
光
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、「
金

沢
」を
良
く
知
ら
な
け
れ
ば
観
光
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、「
は
じ
め
に
」で
述
べ
た
問
題
意
識
に
戻
り

た
い
と
思
い
ま
す
。観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
、外

か
ら
訪
れ
た
人
と
話
を
す
れ
ば
、自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
に
誇
り
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
し
、

地
域
資
源
の
新
た
な
発
見
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。観
光
で
新
た
な
土
地
を
訪
れ
て
創
造

的
に
物
事
を
考
え
る
た
め
に
は
、出
会
っ
た
人
々
が

互
い
に
交
流
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

国
や
民
族
の
社
会
、文
化
、習
慣
、物
事
の
考
え
方

観
光
の
潮
流
と
可
能
性

川
澄
厚
志 

准
教
授

（
金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
）

な
ど
に
つ
い
て
お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

（
2
0
1
2
）に
よ
れ
ば
、わ
が
国
は
世
界
で
稀
に

み
る
観
光
資
源
大
国
で
あ
り
、ま
た
教
育
水
準
も
世

界
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、1
9
6
7
年
に
国
連
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た「
国
際
観
光
年
」の
標
語
で
あ
る「
観
光
は
世
界

平
和
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト（Tourism

, Passport 
to Peace

）」の
通
り
、わ
が
国
は
武
力
を
放
棄
し

た
世
界
で
唯
一
の
国
家
で
す
。つ
ま
り
、観
光
は
平

和
の
象
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
し
、時
間
的・経
済
的
な
余
裕
が
な
く
、日
常
生

活
に
お
い
て
ご
家
族
の
会
話
が
減
っ
た
、満
足
し
て

い
な
い
と
い
う
方
は
、観
光（
交
流
）を
通
し
て
得
ら

れ
る
他
者
理
解
に
つ
い
て
、日
常
生
活
を
少
し
離
れ

て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
ご
家
族
で
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。現
在
の
旅
行
商
品
は

様
々
で
あ
り
、多
様
な
観
光
者
の
ニ
ー
ズ
や
観
光
目

的
に
合
っ
た
も
の
を
必
ず
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

〔
参
考
文
献
〕

・
金
沢
市
経
済
局
営
業
戦
略
部
観
光
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課

（
2
0
1
6
）『
金
沢
市
観
光
調
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果
報
告
書 

平

成
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年（
2
0
1
6
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・ツ
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リ
ズ
ム
研
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2
0
1
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ズ
ム
読
本
〜
新
し
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興
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り
ま
す
が
、
当
行
の
発
展
ひ
い
て
は
地
域
経
済
の

繁
栄
に
寄
与
す
べ
く
日
々
業
務
に
邁
進
し
て
お
り

ま
す
。
当
課
に
配
属
と
な
る
以
前
は
支
店
に
て
個

人
お
よ
び
法
人
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
５

年
間
の
支
店
勤
務
を
経
て
、
海
外
ト
レ
ー
ニ
ー
制

度
に
応
募
し
、
２
０
１
６
年
よ
り
約
１
年
間
ト
レ
ー

ニ
ー
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
時
代
よ
り
海
外
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
派
遣
が
決
ま
っ
た
時
は
今
ま
で
勉
学
や

仕
事
を
頑
張
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
素
直
に
感
じ

ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
星
稜
高
校
で
の
３
年
間
は
、

正
直
申
し
ま
し
て
、
学
生
生
活
を
謳
歌
し
た
と
い

う
よ
り
も
受
験
勉
強
に
明
け
暮
れ
た
日
々
で
し
た
。

星
稜
高
校
は
教
育
熱
心
な
先
生
方
が
多
く
、
特
に

３
年
間
担
任
を
し
て
い
た
だ
い
た
英
語
の
西
川
先

生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
言

う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
１
つ
の
こ
と
に

集
中
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
や
り
抜
く
力
は
間
違
い

な
く
星
稜
高
校
時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
だ
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
目
標

を
持
っ
て
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
必
ず
し
も
勉
学
の
こ
と
で
な
く
て
も
、

一
生
懸
命
何
か
に
取
り
組
ん
だ
経
験
は
き
っ
と
人

生
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
く
と
私
は
思
い
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
す
が
、
星
稜
高
校
に
携
わ
っ
て
い
る
皆

様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
結

び
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

星
稜
高
校
を
卒
業
後
、大
学
へ
進
学
し
、２
０
１
１

年
に
北
國
銀
行
に
入
行
し
ま
し
た
。
入
行
し
て
今

年
で
は
や
７
年
と
な
り
、
月
日
が
過
ぎ
る
の
は
あ
っ

と
い
う
間
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
現
在
は
市

場
金
融
部
市
場
運
用
課
に
所
属
し
て
お
り
、
外
国

為
替
業
務
と
資
産
運
用
業
務
を
主
に
担
当
し
て
い

ま
す
。
外
国
為
替
業
務
で
は
、
法
人
の
お
客
様
向

け
に
為
替
予
約
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
資
産
運
用
業
務
に
お
い
て
は
、
銀
行
自
体

の
資
産
運
用
を
担
っ
て
お
り
、
債
券
や
株
式
等
へ
の

投
資
を
通
じ
て
自
行
の
収
益
拡
大
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
当
課
に
は
昨
年
か
ら
所
属
し
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
の
が
実
情
で
は
あ

星
稜
で
培
っ
た「
や
り
ぬ
く
力
」で

地
域
の
発
展
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
。

市場金融部　市場運用課
油谷　貴史
（星稜高等学校　第42期卒）

『親業』支援コラム

オトナ
ミカタ

の

は
じ
め
に

最
近
、ご
家
族
で
過
ご
す
時
間
や
ご
家
庭
で
会
話

す
る
時
間
の
確
保
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

現
代
に
お
け
る
私
た
ち
の
都
市
で
の
生
活
は
、革

新
的
な
技
術
に
よ
り
日
々
進
化
し
、人
類
は
便
利
な

生
活
を
手
に
入
れ
た
と
い
え
ま
す
。地
方
か
ら
都
市

へ
の
人
口
流
入
は
、あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
を
は
じ
め
、

そ
う
し
た
便
利
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
手
に
入
れ
る

た
め
に
生
じ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、そ
う
し
た
便
利
な
生
活
を
手
に
入
れ
る
た
め

に
は
お
金
が
必
要
と
な
り
、都
市
で
生
活
す
る
核
家

族
や
共
働
き
の
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。こ
う
し
た
場
合
、ご
家
庭
に
お
い
て
夫

婦
や
親
子
間
で
の
日
常
会
話
の
頻
度
や
会
話
内
容

に
満
足
し
て
い
ま
す
か
。日
常
会
話
を
す
る
時
間
の

確
保
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
し
て
も
、夫
婦
間
で

の
会
話
内
容
は
、子
ど
も
の
学
業
の
こ
と
や
家
計
の

こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。そ
こ
で
本

コ
ラ
ム
で
は
、時
間
的
な
余
裕
と
経
済
的
な
余
裕
が

な
く
、日
常
生
活
に
お
い
て
ご
家
族
の
会
話
が
減
っ

た
、満
足
し
て
い
な
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、観
光

の
潮
流
を
整
理
し
、観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
の
潮
流
と
観
光
の
可
能
性

ま
ず
、身
近
な
観
光
動
向
を
参
考
に
、観
光
の
可

能
性
と
は
何
か
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

金
沢
市
経
済
局
営
業
戦
略
部
観
光
政
策
課
が
実

施
し
た
金
沢
市
観
光
調
査
結
果
は（
N=

1
1
8
1
、

2
0
1
6
年
9
月
22
日
〜
10
月
23
日
及
び
11
月
19

日
〜
12
月
18
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
1
か
月
間
の
毎
週
土

日
に
実
施
）、『
金
沢
市
観
光
調
査
結
果
報
告
書 

平
成

28
年（
2
0
1
6
）』と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、特
記
す
べ
き
点
と
し
て
、観
光
者
が
金

沢
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
は
、「
食・味
覚
」73.
2
％
、

「
史
跡・名
所
等
」50.
6
％
、「
街
並
み
」47.
6
％
、「
文

化（
伝
統
工
芸・芸
能・美
術
等
）」31.
1
％
で
あ
り
、

観
光
者
が
金
沢
へ
期
待
し
て
い
た
こ
と
と
金
沢
で
満

足
し
た
こ
と
を
比
較
す
る
と
、「
街
並
み
」「
自
然
風

景
」「
宿
泊
」は
満
足
が
期
待
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

「
食・味
覚
」「
史
跡・名
所
等
」で
は
満
足
が
期
待
を

若
干
下
回
り
、「
文
化
」で
は
9.
5
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
結
果
が
も
た
ら
す
意
味
は
何
で
し
ょ

う
か
。

わ
が
国
の
観
光
動
向
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て

み
る
と
、「
団
体
旅
行
」か
ら「
個
人
旅
行
」へ
と
い
っ

た
旅
行
形
態
の
変
化
に
よ
り
、観
光
者
の
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
、観
光
産
業
の
従
事
者
や
観
光
研
究
に
従

事
す
る
研
究
者
た
ち
な
ど
に
交
流
目
的
も
含
ん
だ

観
光
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。宿
泊
業

者
の
中
で
も
特
に
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
温
泉

地
な
ど
で
旅
館
業
を
営
む
方
々
は
、こ
う
し
た
観
光

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
べ
く
、ハ
ー
ド
の
見
直
し

や
経
営
方
針
の
変
革
な
ど
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、近
年
で
は
観
光
政
策
の
大
き
な
転
換
が
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
は「
発
地
型
観
光
」か
ら「
着
地
型
観
光
」

へ
と
い
っ
た
観
光
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
主
体
の
変
化

を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、日
本
政
府
に
よ
り

2
0
0
7
年
に
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
が
観
光
立

国
推
進
基
本
法
及
び
基
本
計
画
で
打
ち
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、地
域
の
観
光
振
興
を
本
格
的
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。地
域
の
観
光

振
興
で
は
、地
域
特
有
の
資
源
を
活
か
し
、既
存
の

ス
ト
ッ
ク
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。そ
れ
は
、大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発

に
み
る
観
光
振
興
で
は
な
く
、地
域
の
人
、地
域
資

源
、伝
統
文
化
な
ど
を
創
造
的
に
活
用
し
て
い
く
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
観
光
振
興
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

『
金
沢
市
観
光
調
査
結
果
報
告
書 

平
成
28
年

（
2
0
1
6
）』の
中
で
指
摘
さ
れ
た
上
記
に
つ
い
て

は
、歴
史・文
化
を
含
む
地
域
特
性
か
ら
考
え
ら
れ

る「
金
沢
ら
し
さ
」を
表
層
部
の
み
な
ら
ず
深
層
部

ま
で
説
明
を
受
け
た
い
と
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大
学
が
中
心
と
な
り
、本
学
を
は
じ
め
地
元
8
大
学
が
連
携

し
、大
学
生
の
地
元
定
着
率
向
上
を
目
的
と
し
た
、C
O
C
＋（
シ
ー

･

オ
ー･

シ
ー
プ
ラ
ス
）事
業
が
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、各
大
学
と
県
内
事
業
所
が
連
携
し
て
実
施
す

る「
共
創
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」に
お
い
て
、の
と
共
栄
信
用
金
庫
と

本
学
と
の
連
携
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。　

今
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

経
済
学
部
経
済
学
科
3
年
次

　小
倉 

達
也

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、2
年
次
の
ゼ
ミ

活
動
で
、の
と
共
栄
信
用
金
庫
が
地
域
に
貢
献
す
る
た
め
の
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、地
域
社

会
に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、の
と
共
栄
信
用
金
庫
が
創
業

の
支
援
を
し
た
企
業
に
つ
い
て
、そ
の
店
舗（
レ
ス
ト
ラ
ン
）の
魅
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
、集
客
向
上
を
図
る
た
め
の
案
を
考
え
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
営
業
し
て
い
る
店
舗
に
つ
い
て
、SW

OT

分
析
の
手
法
を
用

い
て
良
い
と
こ
ろ
や
課
題
を
細
か
く
分
析
し
土
地
柄
な
ど
の
要
因

を
考
慮
し
た
上
で
改
善
点
を
考
え
る
と
い
う
機
会
は
と
て
も
貴
重

な
経
験
で
あ
り
、今
後
社
会
に
出
て
働
く
に
あ
た
り
役
に
立
つ
経
験

だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
地
域
創
生
を
考
え
る
う
え
で
私
た
ち
学

生
な
ど
の
若
い
人
の
意
見
は
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
た
の
で
、今
後

も
こ
う
い
っ
た
機
会
が
あ
れ
ば
、積
極
的
に
話
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

C
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プ
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ス
事
業「
共
創
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ッ
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」
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星稜サ・エ・ラに関するアンケートへのご協力のお願い 締切 5/31

いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読いただき、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「Webアンケートフォーム」を
通じて頂戴し、本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方
の中から、抽選で20名様にQUOカード（500円分）をプレゼントいたし
ます。右記QRコードから、アンケートへの回答をお願いいたします。

抽選で20名様に

QUOカードをプレゼント!

稲置学園星稜基金 スポーツ・文化等課外活動支援の給付者 平成29年10月～平成30年3月までの給付者

個人・団体

スポーツ

スポーツ

スポーツ

スポーツ

スポーツ

スポーツ
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高校

高校

高校

高校

高校

高校・大学

区分

団体

個人

個人

個人

個人

団体

氏名クラブ名

河端　里緒

山口　豪太

田中　稀一朗

辻　圭一郎

野球部

スキー部

スキー部

スキー部

ゴルフ部

トランポリン部（星稜クラブ・女子）

個人・団体

スポーツ

スポーツ

スポーツ

スポーツ

スポーツ

所属

大学

大学

大学

大学

大学

区分

団体

団体

団体

個人

個人

氏名クラブ名

宮野　冬馬

安藤　諒

剣道部（女子）

ハンドボール部（女子）

トランポリン部（男子）

トランポリン部

トランポリン部

3月3日(土)、高校サッカー部OB・OG会の主催による創部50周年記念式典・祝賀会が行われ、
歴代の監督が表彰されるなど盛況となりました。OB・OG会の西村隆幸会長（高校11期・サッカー
部7期）の式辞では、黎明期の苦労や全国制覇までのエピソードが盛り込まれ、稲置理事長・鍋
谷校長も祝辞を述べました。
OBでありメキシコで活躍する本田圭佑選手からは、『全国でサプライズを起こす存在ではな

く、常勝するチームにならなければならない』との激励を込めたビデオレターも放映されました。
現監督の河﨑護先生による決意表明により、会場のOB・OGが今度ますますの現役支援を心
に刻んだ会となりました。

会の模様は、星稜高校サッカー部OB・OG会のホームページで紹介されています。

資格取得支援として開講し、年間のべ約1,500名が利用しているエクステンション講座。
2018年度も約60の講座をラインナップし、スキルアップ、キャリアアップを支援します。

●2018年度　新規開講講座
【IT活用入門コース】
最近増加している、スマートフォンには慣れていてもキーボードが苦手な方向けに、
入門講座を新設しました。

【ビジネス実務法務検定3級コース】
法律系資格の入門として。宅建士へのステップにも。

【医師事務作業補助コース】
医師の負担軽減を目的として、医療文書作成代行などを行う新しい職種です。

【SPI（非言語）対策講座】
新卒採用試験でよく使用されるSPI試験の中で、
苦手とする方が多い数学関係分野の問題への対処の仕方を説明します。

●2018年度　マイナーチェンジ講座
【ITパスポートコース】
これまでWeb通信講座で提供していましたが、専門講師によるライブ講義としました。

2018年度のエクステンション講座ガイドが完成しました！
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（大　学）http:/www.seiryo-u.ac.jp/u/
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星稜高等学校・星稜中学校
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金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
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金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

学校法人 稲置学園
誠実にして社会に役立つ人間の育成

巻頭

金沢星稜大学
4

5

6

入学式
新入生ガイダンス
新入生宿泊研修
新入生CDPコース別説明会
授業開始
新入生歓迎祭
GW休講期間
休講（7/16授業分）
休講（9/24授業分）
補講日
補講日

・5日（木）
・7日（土）

～ 5月6日（日）

・26日（土）
・23日（土）

星稜高等学校
4 7日（土）

9日（月）
10日（火）
16日（月）
20日（金）
21日（土）
24日（火）
14日（月）
17日（木）

19日（土）

25日（金）
26日（土）

22日（金）
30日（土）

・17日（火）

～ 17日（木）

始業式、自転車安全教室（2・3年）
入学式
1年研修会、自転車安全教室（1年）
内科検診
内科検診、模擬投票（3年）
身体計測
遠足
中間試験
総体・総文激励会
PTA総会、保護者対象講演会
3年学級懇談会、1年Aコース懇談会
避難訓練
吹奏楽部定期演奏会
歯科検診
模擬投票（2年）
期末試験（7/2～4）、1年保護者対象説明会

6

5

星稜中学校
4

5

6

4

5

6

金沢星稜大学女子短期大学部
3日（火）
4日（水）
9日（月）

10日（火）
21日（土）
28日（土）

1日（火）
2日（水）

12日（土）
9日（土）

入学式
新入生ガイダンス
新入生CDPコース別説明会
授業開始
新入生歓迎祭
GW休講期間
休講（7/16授業分）
休講（9/24授業分）
補講日
補講日

～ 6日（金）

～ 5月6日（日）

・26日（土）
・23日（土）

3日（火）
4日（水）
6日（金）
9日（月）

10日（火）
14日（土）
28日（土）

1日（火）
2日（水）

12日（土）
9日（土）

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
4

5

6

始業式
入園式
玉川こども図書館出張保育
プール開き
星稜子育てステーション（0歳）
星稜子育てステーション（1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
避難訓練
茶道体験
誕生会参観
ABCランド
こどもの日の集い
保護者会総会
避難訓練
年少バス遠足、星稜子育てステーション（0歳）
星稜子育てステーション（1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
茶道体験
誕生会参観
ABCランド
避難訓練
星稜子育てステーション（0歳）
星稜子育てステーション（1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
誕生会参観
茶道体験

 6日（金）
7日（土）

11日（水）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
24日（火）
26日（木）
27日（金）

1日（火）
2日（水）

12日（土）
15日（火）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
24日（木）
25日（金）

5日（火）
12日（火）
13日（水）
14日（木）
15日（金）
21日（木）
28日（木）

行事スケジュール  （4 月～6 月）

4日（月）・5日（火）・7日（木）

7日（土）
9日（月）

11日（水）
12日（木）
21日（土）
24日（火）
14日（月）
15日（火）
31日（木）

1日（金）
15日（金）

・15日（火）

・2日（土）

始業式
入学式
1年研修会、交通安全教室、自転車通学説明会
1年研修会
身体計測
遠足
中間試験
3年進路説明会
スポーツテスト測定
写生大会
県体激励会

暖かい春の季節となりました。2017年3月に各設置校から卒業、卒園をした学生、生徒、
園児の皆さんは新たな生活の始まりを迎えていることと思います。稲置学園で過ごした
日々の中での学びや経験が、皆さんそれぞれの一歩二歩となり活かされること心より応援
しています。2018年4月各設置校において新入生を迎えられたことは、教職員一同嬉しく
思っております。
　 金沢星稜大学　金沢星稜大学女子短期大学部　広報課　北澤　詠美子

あとがき

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
4

5

6

始業式
入園式
誕生会参観・保育参加
避難訓練
レッツスポーツ
保護者会総会
ABCランド
太鼓
学年懇談会（年長）
リトミック
太鼓
避難訓練
親子バス遠足（年長）
誕生会参観・保育参加
レッツスポーツ
親子バス遠足（年中）
リトミック
避難訓練
学年懇談会（年中）
ABCランド
太鼓
誕生会参観・保育参加

 6日（金）
7日（土）

26日（木）
27日（金）
8日（ 火）

10日（木）
15日（火）
17日（木）
18日（金）
21日（月）
24日（木）
28日（月）
29日（火）
31日（木）

5日（火）
7日（木）

11日（月）
14日（木）
18日（月）
26日（火）
28日（木）
29日（金）

inaok igakuen news le t te r

ひとりひとりが

新たなステージへ

稲置学園各設置校で学位記授与式・

卒業式・卒園式が執り行われました。


